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平成３０年度 第３回食の安心・安全意見交換会（報告） 
平成３１年２月６日 

食の安心・安全推進課 

 

１ 日 時  平成３１年２月１日（金）１４時００分から１６時００分まで 

 

２ 場 所  京都府生活協同組合連合会会議室 

 

３ 出席者  消費者団体９名、京都府８名 

 

４ 概 要 

（１）説明内容 

京都府食品衛生監視指導計画について 

・平成３０年度京都府食品衛生監視指導計画について      （生活衛生課） 

・平成３１年度京都府食品衛生監視指導計画（案）について   （生活衛生課） 

・食品衛生法の改正について                 （生活衛生課） 

・平成３１年度リスクコミュニケーションについて  （食の安心・安全推進課） 

（２）主な質問応答・意見   

問：平成３０年度の遺伝子組換え食品検査結果は問題なかったということであるが、

具体的に何が問題無かったのか。  

答：使用してはならない組換え遺伝子の混入がなかった（成分規格に適合）ことと、使用

しても良い組換え遺伝子についても、その検査結果（検出なし）と表示内容との整合

が図られていたということである。（食品衛生法又は食品表示法上問題がなかった。） 

問：全事業者に対してＨＡＣＣＰが制度化されるが、これに対して平成３０年度に実施

したＨＡＣＣＰ導入支援（中間報告）のセミナー実施回数等は少ないのではないか。 

答：まず、中間報告の件数は７月～９月に実施した回数である。 

この後も普及啓発に努めているため、後半はもう少し増えると思うが、それにしても

全事業者数に比べるとまだまだ参加事業者数は少ないと認識している。 

現在新たな啓発資材を作成している。今後ＨＡＣＣＰについて、難しいと考えがちな

事業者（特に小規模事業者等）に導入のきっかけになるよう工夫を凝らしながら推進

を図って行く予定である。 

（その他の意見） 

〇消費者にＨＡＣＣＰに関する情報を提供してほしい。消費者の食の安全の意識を

高めることにより、事業者の導入を促進させることができる。 

〇リスクコミュニケーションについて幅広い年齢層にイメージしやすいテーマが必

要ではないか。たとえば「アクリルアミド」など、必要なテーマの１つだとは思

うが、現在のタイトルではイメージしにくく無関係と感じる消費者も多いのでは

ないか。親しみやすいキャッチコピーも重要である。 

(３) アンケート結果 

 １ アンケート集計 

  本日の意見交換会はどうでしたか。 

       5点満点で、4.0点 

 ２ 参加者のアンケートから 

・31 年度の取組について少し近づけたように思った。 

・「リスクのものさしを持つ」という表現が、消費者にとっては、分かりやすいの

ではと思いました。リスコミって何？という消費者が多いので。 
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「地域の農産物を活用し栄養バランスと 

食物アレルギーに留意した子どもの食」の開催結果 

  

 

平成３１年２月２０日（水）京田辺市立中央公民館において、子どもたちが

食物アレルギーの有無に関わらず、地域の農産物を活用し、ごはんを中心に多

様な副食を組み合わせる日本型食生活を実践するきっかけとなるよう、子育て

世代等２０名の参加により研修会を開催しました。 

 食と農のコンシェルジュ、栄養士でもある伴亜紀氏から、現場での経験に基

づいた話題提供と、地域の農産物を使用したレシピの紹介、調理実演があり、

後半の意見交換では、「乳以外でカルシウムや鉄分を摂取できる食品」、「食感や

形状を工夫した調理」などについて積極的な質疑がありました。 

 

記 

 

■話題提供「こどもの食事 栄養バランスと食物アレルギー」 

 レシピ紹介、調理実演「高野豆腐の炊き込みご飯、大根もち」 

講 師：食と農のコンシェルジュ Graine代表 伴亜紀 氏 

■試食と意見交換 

■日 時：平成３１年２月２０日（水）１３時００分～１５時００分 

■場 所：京田辺市立中央公民館調理室 

■参加者：２０名 

 

【アンケート集計結果】（５点満点） 

・本日の内容はいかがでしたか 

 ①講演と実演 平均４．９点 

 ②意見交換 平均４．２点 

 ③学んだことを活かそうと思うか 平均４．６点 

 

【参加者のアンケートから】 

・調理を見ながら試食もあり、五感で楽しみを感じ 

ました。同じ食べ物を「おいしいね」と一緒に食 

べられる環境づくりは大切ですね。 

・楽しく、おいしく、ためになる講演ありがとうご 

ざいます。食について見直すきっかけになりました。 

・常にある食材でとてもおいしいレシピを教えてい 

ただいたので、すぐに作ろうと思います。 

・身近に食物アレルギーの人はありませんが、今後 

相談を受けることがあれば、少しは相談にのって 

あげられると思います。 

調理実演をしながら話題提供 

子どもが食べやすい食感に仕上

がる生地のやわらかさを参加者

がへらで確認 
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きょうと食の安心・安全フォーラムを開催 
 
                                              平成３１年２月２０日   
                                                 食の安心・安全推進課  
 
 「府、食品関連事業者及び府民が食の安心・安全について相互に理解する」ことを
目的に「きょうと食の安心・安全フォーラム」を、開催しましたので報告します。 
 きょうと信頼食品登録事業者をはじめとした食品関連事業者が食品の安心・安全へ
の取組を報告するとともに、紹介食品の一部を試食しながらの意見交換で参加者の理
解が深まりました。 
 参加者から、「事業者さんが、安心安全のため強い取組みをされていて好感が持て
ました。」「業者の方の安心安全の取組紹介でビデオ・動画（鶏卵生産工程）があり、
分かりやすく、知らないことも知ることができました。」などの意見がありました。 

 

記 
 
■日 時：平成３１年２月７日（木）１３：３０～１５：３０ 
■会 場：京都府庁職員福利厚生センター３階会議室 
■主 催：きょうと食の安心・安全フォーラム実行委員会※ 
■参加者：府民・関係者等７４名 
■発表者：山元産業 株式会社        （鶏卵）  徳尾 竜一 氏 
     渡辺製菓 株式会社   （あられ・おかき）  渡辺 東高 氏 
     株式会社 ＡＲＴ ＣＵＢＥ （鹿肉・猪肉）   垣内 規誠 氏 
     かねと食品         （水産加工品）  嶋田 善文 氏  
 

【アンケート集計結果】 
・きょうと食の安心・安全フォーラムについて 

    ５点満点で、平均 ４．３点 
 
【参加者のアンケートから】 
・業者のみなさまの熱心な話を伺えて市民として勉強になりました。ぜひこのよう
な会を定期的に続けていただきたいです。 

・毎日の食事ですので健康の基本になりますのでいいお話でした。丁寧に各々の質
問に答えて頂きましてありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※きょうと食の安心・安全フォーラム実行委員会 

  (一般社団法人京都府食品産業協会、京都府生活協同組合連合会、 

NPO 法人コンシューマーズ京都、京都鶏卵・鶏肉安全推進協議会、京都府) 

菜の花の落とし揚げ 

意見交換 

調理実演 

きょうと信頼食品登録事業者をはじめとした食品関連事業者の取組紹介 

紹介食品の一部 

3



－リスクコミュニケーション－ 

「放射線・放射性物質について」の開催結果 

 

 

 平成３１年３月１日（金）中丹広域振興局において、放射線・放射性物質が

農林水産物等をはじめ食品に及ぼす影響について正しく理解し、災害等緊急時

に的確な対応ができるよう、放射線・放射性物質の基礎知識等について、学び、

意見交換するリスクコミュニケーションを生産者団体や行政等関係者１３名の

参加により開催しました。 

 京都医療科学大学教授 大野和子氏を講師に、「放射線・放射性物質の基礎知

識と食品への影響について」の話題提供等の後、参加者によるグループワーク

を行い、「消費者が思い込みで不安になっている点を説明いただけた」、「緊急時

には冷静な対応と正確な情報提供が大事だとわかりました」などの意見があり

ました。 

 今後も放射線・放射性物質のリスクコミュニケーションを実施し、正しい知

識の普及に努めます。 

 

記 

  

■「放射線・放射性物質の基礎知識と食品への影響について」 

講 師：京都医療科学大学教授 大野和子 氏 

■「京都府における食品の放射性物質検査等の取組を紹介」 京都府 

■３グループに分かれ意見交換 

■日 時：平成３１年３月１日（金）１３時３０分～１５時３０分 

■場 所：京都府中丹広域振興局 第１会議室 

■参加者：１３名 

 

【アンケート集計結果】 

・説明内容がわかりやすかった 

  ５点満点で、平均４．３点 

・放射線・放射性物質に対する理解が深まった 

  ５点満点で、平均４．３点 

 

【意見交換やアンケートから】 

・食品中の放射性物質の基準値が充分に安全に配慮した数字で、安全と危険の境界値では 

ないことがわかった。 

・基準値等について一端すり込まれた誤った認識は取り除くのが大変なので、冷静な時に 

話し合い正しく理解しておくことが大切だとわかった。 

     

講演の様子 
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府内産農林水産物の放射性物質検査結果（２月検査分）について

平 成 ３ １ 年 ３ 月 ６ 日
食の安心・安全推進課

２月に行った府内産農林水産物等（７品目７検体）の放射性物質検査の

結果は、全て不検出でしたので報告いたします。

記

〇 スクリーニング検査結果

検査品目（検体数） 採取ほ場等 放射性セシウム

農 アズキ（１） 福知山市

産

物 花菜（１） 亀岡市

マアジ（１）

サワラ（１） 不検出
水

産 ブリ（１） 丹後沖

物
マガキ（１）

イワシ（１）

○検査機関 府農林水産技術センター（検出限界20～25ベクレル/kg）
府中丹西保健所（検出限界25ベクレル/kg）

(参考) 平成３１年度２月末の検査結果
全て不検出 ８８検体(農：４３ 水：３７ 林：１ 畜：７)
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これまでの放射性物質検査結果

都道府県 市町村 ｾｼｳﾑ-134 ｾｼｳﾑ-137 検出限界値

89 H31.3.12 京都府 京丹波町 一般食品 シイタケ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <21

88 H31.2.28 京都府 丹後沖 一般食品 マアジ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

87 H31.2.28 京都府 丹後沖 一般食品 サワラ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

86 H31.2.28 京都府 丹後沖 一般食品 ブリ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

85 H31.2.28 京都府 丹後沖 一般食品 マガキ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

84 H31.2.28 京都府 丹後沖 一般食品 イワシ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

83 H31.2.28 京都府 亀岡市 一般食品 花菜
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <20

82 H31.2.26 京都府 福知山市 一般食品 アズキ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <25

81 H31.1.17 京都府 亀岡市 一般食品 黒大豆
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <23

80 H31.1.17 京都府 丹後沖 一般食品 サワラ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <19

79 H31.1.17 京都府 丹後沖 一般食品 ブリ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <20

78 H31.1.17 京都府 丹後沖 一般食品 マアジ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <17

77 H31.1.9 京都府 綾部市 牛乳 原乳
京都府保健環

境研究所 Ge 不検出 不検出 <1.3

76 H30.12.20 京都府 舞鶴湾 一般食品 マガキ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

75 H30.12.20 京都府 舞鶴湾 一般食品 サワラ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

74 H30.12.20 京都府 舞鶴湾 一般食品 マアジ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

73 H30.12.14 京都府 精華町 一般食品 エビイモ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <23

72 H30.12.14 京都府 精華町 一般食品 アズキ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <19

71 H30.12.14 京都府 亀岡市 一般食品 エビイモ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <23

70 H30.12.5 京都府 京丹後市 一般食品 ニンジン
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <25

69 H30.12.5 京都府 綾部市 一般食品 ダイコン
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <21

68 H30.12.5 京都府 綾部市 一般食品 ハクサイ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <22

67 H30.11.30 京都府 宮津市 一般食品 ヤマノイモ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <23

66 H30.11.30 京都府 伊根町 一般食品 ソバ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <24

65 H30.11.29 京都府 伊根沖 一般食品 マアジ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

64 H30.11.29 京都府 伊根沖 一般食品 サワラ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

63 H30.11.29 京都府 伊根沖 一般食品 ブリ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

62 H30.11.29 京都府 経ヶ岬沖 一般食品 アカガレイ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

61 H30.11.20 京都府 亀岡市 一般食品 ホウレンソウ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <24

60 H30.11.20 京都府 精華町 一般食品 コメ(祝)
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <19

使用機器NO
産地 結果（Bq/kg）結果

判明日
検査機関品目食品群

6



59 H30.11.14 京都府
宇治田原

町
一般食品 キュウリ

京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <25

58 H30.11.14 京都府 綾部市 牛乳 原乳
京都府保健環

境研究所 Ge 不検出 不検出 <1.1

57 H30.11.13 京都府 京丹後市 一般食品 キャベツ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <25

56 H30.11.12 京都府 京丹波町 一般食品 クリ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <24

55 H30.10.31 京都府 与謝野町 一般食品 白大豆
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <24

54 H30.10.31 京都府 伊根町 一般食品 コメ(祝)
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <21

53 H30.10.30 京都府 経ヶ岬沖 一般食品 ズワイガニ
京都府保健環

境研究所 Ge 不検出 不検出 <5.7

52 H30.10.29 京都府 綾部市 一般食品 鶏卵
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <17

51 H30.10.25 京都府 伊根湾 一般食品 マダイ(養殖)
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

50 H30.10.25 京都府 伊根沖 一般食品 ブリ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

49 H30.10.25 京都府 野原沖 一般食品 サワラ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

48 H30.10.25 京都府 野原沖 一般食品 マアジ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

47 H30.10.19 京都府 亀岡市 一般食品
コメ(コシヒカ

リ)
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <19

46 H30.10.19 京都府 亀岡市 一般食品
コメ(キヌヒカ

リ)
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <20

45 H30.10.19 京都府 南丹市 一般食品
コメ(コシヒカ

リ)
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <20

44 H30.10.15 京都府 亀岡市 一般食品 エダマメ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <19

43 H30.10.15 京都府 綾部市 一般食品 カボチャ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <17

42 H30.10.15 京都府 舞鶴市 一般食品 トウガラシ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <23

41 H30.10.15 京都府 綾部市 一般食品
コメ(コシヒカ

リ)
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <18

40 H30.10.5 京都府 京丹後市 一般食品 ネギ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <19

39 H30.10.5 京都府 京丹後市 一般食品 サツマイモ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <22

38 H30.10.5 京都府 京丹後市 一般食品 ナシ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <15

37 H30.9.27 京都府 綾部市 一般食品
コメ(コシヒカ

リ)
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <19

36 H30.9.27 京都府 京丹波町 一般食品
コメ(コシヒカ

リ)
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <19

35 H30.9.27 京都府 野原沖 一般食品 サワラ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

34 H30.9.27 京都府 野原沖 一般食品 マアジ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

33 H30.9.21 京都府 京丹後市 一般食品
コメ(コシヒカ

リ)
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <20

32 H30.9.21 京都府 京丹後市 一般食品 ナシ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <17

31 H30.9.21 京都府 京丹後市 一般食品 ブドウ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <17

30 H30.9.20 京都府 綾部市 牛乳 原乳
京都府保健環

境研究所 Ge 不検出 不検出 <1.1

29 H30.9.7 京都府 精華町 一般食品 紫ずきん
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <21

28 H30.8.30 京都府 伊根沖 一般食品 サワラ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25
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27 H30.8.30 京都府 伊根沖 一般食品 マアジ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

26 H30.8.9 京都府 京丹後市 一般食品 モモ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <22

25 H30.8.2 京都府 亀岡市 一般食品 ゴーヤ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <25

24 H30.8.2 京都府 綾部市 一般食品 ナス
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <21

23 H30.8.2 京都府 綾部市 一般食品 ピーマン
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <22

22 H30.7.24 京都府 京丹後市 一般食品 ナス
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <23

21 H30.7.19 京都府 舞鶴湾 一般食品 サワラ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

20 H30.7.19 京都府 舞鶴湾 一般食品 マアジ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

19 H30.7.12 京都府 亀岡市 一般食品 ナス
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <20

18 H30.7.12 京都府 亀岡市 一般食品 京 夏ずきん
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <21

17 H30.7.12 京都府 亀岡市 一般食品 小麦
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <20

16 H30.7.11 京都府 綾部市 牛乳 原乳
京都府保健環

境研究所 Ge 不検出 不検出 <1.3

15 H30.7.11 京都府 宇治市 一般食品 茶
京都府保健環

境研究所 Ge 不検出 不検出 <1.3

14 H30.7.4 京都府 綾部市 一般食品 キュウリ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <18

13 H30.6.28 京都府 伊根沖 一般食品 ブリ(養殖)
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

12 H30.6.28 京都府 野原沖 一般食品 スルメイカ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

11 H30.6.28 京都府 千歳沖 一般食品 サワラ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

10 H30.6.28 京都府 千歳沖 一般食品 マアジ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

9 H30.5.21 京都府 丹後沖 一般食品 スルメイカ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <20

8 H30.5.21 京都府 丹後沖 一般食品 サワラ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <21

7 H30.5.21 京都府 丹後沖 一般食品 マアジ
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <16

6 H30.5.16 京都府 綾部市 牛乳 原乳
京都府保健環

境研究所 Ge 不検出 不検出 <1.5

5 H30.4.26 京都府 舞鶴湾 一般食品 トリガイ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

4 H30.4.26 京都府 成生沖 一般食品 スルメイカ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

3 H30.4.26 京都府 成生沖 一般食品 サワラ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

2 H30.4.26 京都府 成生沖 一般食品 マアジ
京都府中丹西

保健所 NaI 不検出 不検出 <25

1 H30.4.17 京都府 綾部市 一般食品 鶏卵
京都府農林水
産技術センター NaI 不検出 不検出 <20
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「ムスリムおもてなしセミナー」の開催について(報告)

平 成 ３ １ 年 ３ 月

食の安心・安全推進課

去る３月１２日宇治市及び１３日京都市で、府内観光事業者等を対象に、専門家やム

スリム対応実践店を講師に迎え、「ムスリムおもてなしセミナー」を実施しましたので報

告します。（参加者５１名）

参加者からは、「なかなか聞く機会がないムスリムについて、話が聞けてよかった」、

「ムスリムに対する間違った認識を学び直すことができた」などの感想が寄せられ、自

分の店ですぐにでも取り組みたいという意向を示す事業者もありました。

記

【宇治会場】

１ 日 時 平成３１年３月１２日(火) 午後２時００分～４時００分

２ 場 所 ゆめりあ うじ 会議室１

３ 主 催 京都府

４ 出席者 １７名 (観光事業者等)

５ 内 容 ①京都におけるインバウンドの動向について

・講師 京都府観光政策課

②ムスリム（イスラム教徒について）及びムスリム対応の基本について

・講師 ＮＰＯ法人日本ハラール協会 レモン 史視 氏

③ムスリム観光客のマーケティングについて

・講師 フードダイバーシティ株式会社 守護 彰浩 氏

④ムスリム対応実践店の取り組みについて

・講師 日本食レストラン 祭 佐野 嘉紀 氏

【京都会場】

１ 日 時 平成３１年３月１３日(水) 午後２時００分～４時００分

２ 場 所 京都府自治会館 自治会館ホール

３ 主 催 京都府、京都市（共催）

４ 出席者 ３４名 (観光事業者等)

５ 内 容 ①京都におけるインバウンドの動向について

・講師 京都市観光ＭＩＣＥ推進室

②ムスリム（イスラーム教徒）及びムスリム対応の基本について

・講師 京都ハラール評議会 小杉 泰 氏

③ムスリム観光客のマーケティングについて

・講師 フードダイバーシティ株式会社 守護 彰浩 氏

④ムスリムおもてなし対応事例集について

・講師 京都府農林水産部食の安心・安全推進課
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【参加者からの感想】

・ムスリム以外の方にも同じ対応をすると考えれば、それ程難しい対応でないこと

がわかった。

・基礎知識が学べ、今後の対応について参考になりました。

・訪日観光客をおむかえする時に、食のおもてなしが当たり前になるので、とても

勉強になりました。

・ムスリムのみに固執せずに、ベジタリアン・ヴィーガンなど幅広い範囲で、食の

対応をしていくことが大切と感じた。

【３月１２日 宇治会場（ゆめりあ うじ）】

【３月１３日 京都会場（京都府自治会館）】

【ムスリム対応食品の展示】
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平成３０年度 第４回食の安心・安全意見交換会（報告） 
平成３１年３月１８日 

食の安心・安全推進課 
 

１ 日 時  平成３１年３月８日（金）１０時００分から１２時００分まで 
 
２ 場 所  京都府庁職員福利厚生センター第３会議室 
 
３ 出席者  消費者団体８名、京都府５名 
 
４ 概 要 

（１）説明内容 

府民協働の取組等について 

・第５次食の安心・安全行動計画について      （食の安心・安全推進課） 

・食の安心・安全協働サポーターについて      （食の安心・安全推進課） 

・食の安心・安全ヤングサポーター（仮称）について （食の安心・安全推進課） 

・京都府食の府民大学について           （食の安心・安全推進課） 

・食品ロス削減の取組について           （食の安心・安全推進課） 

（２）主な質問応答・意見   

問：食の安心・安全協働サポーターについて、形式的には優れていると思うが、サポー

ターに伝えたいこと活動して欲しいことがわからない。もっと抜本的に考えた方が

良いのではないか。 

答：サポーターが簡単に食品表示監視や情報提供の活動を報告できるようにしなけれ

ばならないと考えている。また、サポーターの具体的な活動について整理が必要

と考えている。 

問：一般廃棄物は市町村が処理を行うため、市町村はゴミ減量の観点から食品ロス削減

に取り組む必要があるので、府は市町村が取り組みやすいような（府と市町村が連

携できるような）仕組み作りが必要ではないか。 

答：市町村での取組が広まりつつあるので、府としては市町村と連携しながら進めていきたい。 

（その他の意見） 

〇食の安心・安全協働サポーターについて、アレルギーの子を持つ母親などを対象

にすれば、かなり意識して食品表示を見てもらえるのではないか。 

〇ヤングサポーターについて、大学生は平日の昼は授業、土日はアルバイトがある

ため、平日の夕方（17～18 時）に講習等行うのが良い。大学生にとって「時間が

合うか」は大きな問題である。 

〇大学生を動かすには、「単位の１つとする」などのメリットが必要と考える。 

〇野菜の規格外品の畑へのすきこみや恵方巻きなど食品ロスと定義されない廃棄も

あるが、食品廃棄物自体が良くないという消費者意識になりつつある。野菜の規

格外品はぜひ、加工品に利用するなど６次化を進めてほしい。 

(３) アンケート結果 

 １ アンケート集計 

  本日の意見交換会はどうでしたか。 

       5点満点で、4.2点 

 ２ 参加者のアンケートから 

・府民への食の安心・安全の情報提供と食の選択力向上、大変大切なことと思い

ます。消費者団体としっかり連携して、広がって行けば良いと思います。 

・「安心・安全」の定義から再考し、有効な発信は何かをお互い考えていく必要

があると思いました。 
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「第３回京都府食のみらい宣言・実践活動表彰」表彰式を開催しました 
 

平成３０年１１月  

食の安心・安全推進課  

 
府民の主体的な食育活動の取組を促進するため、府民が自らの食に関しての目標を宣言

し、その結果（実践）及びその様子がわかる写真を募集し、表彰する「第３回京都府食の
みらい宣言・実践活動表彰」の表彰式を、農林水産フェスティバルにおいて開催しました
ので報告します。 
 

記 

 

１ 入賞者  知事賞の他、各後援団体選出の賞 9 点、食のみらいピカピカ賞 10 点 

いいね！Saita 賞 1 点 （計 20 点） ※入賞宣言一覧は別紙のとおり 

（「きょうと食育プラットフォーム」Facebook ページに投稿された宣言

に対する「いいね！」獲得数が最も多かったものを表彰。） 

 
２ 表彰式 
  「農林水産フェスティバル」において実施 

 日時：平成 30 年 11 月 24 日（土） 15：25～15：45 
 場所：京都府総合見本市会館（京都パルスプラザ） 

（京都市伏見区竹田鳥羽殿町 5） 

 表彰対象者：食のみらいピカピカ賞を除いた各受賞者 

 贈呈者：京都府農林水産部副部長ほか各賞授与団体代表 

 その他：会場において、入賞宣言の展示 
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３ 表彰事業概要 

（１）目的 

   府民が主体的に食育活動に取り組んでいけるように、自らの食に関しての目標を
宣言し、その結果（実践）及びその様子がわかる写真を応募し、その取り組みに府
民同士が共鳴することで食育の輪を広げ、自発的な取り組みを促すことを目的とす
る。 

 

（２）内容 ①自らの「食」に関する目標（食のみらい宣言） 

②その結果（実践）及びその様子がわかる写真 
 

（３）募集期間 平成 30 年 6 月 1 日（金）～平成 30 年 9 月 28 日（金） 

  
（４）応募数 423 宣言（平成 29 年度応募数 171 宣言） 
 
（５）主 催 
   京都府、きょうと食育ネットワーク※ 

※府内で協働し、府民運動として食育を推進することを目的として、農林水産、大学、報道等８７団体で構成 

 
（６）後 援 

京都市、京都府教育委員会、京都市教育委員会、京都府市長会、京都府町村会、 

(公社)京都府栄養士会、京都府農業協同組合中央会、(株)京都新聞 

 

（７）協 賛 

    大阪ガス（株）、大塚製薬（株）、花王（株）、カゴメ（株）、（株）平和堂、 

（株）明治関西支社、近畿中央ヤクルト販売（株）、京滋ヤクルト販売（株） 

 
（８）応募資格 

京都府内に居住または通勤・通学している方 

 

（９）副賞 

各賞受賞者に副賞（サポート企業協賛）を贈呈 
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４ 受賞者一覧 

各授与機関選出の賞 ９点 食のみらいピカピカ賞 １０点 いいね！Saita 賞 １点  計 ２０点 

各賞名 学校名 学年 

食のみらい
未来・味蕾

京都府知事賞 京都府立福知山高等学校 高 3 

食のみらい
未来・味蕾

京都市長賞 京都市立宕陰小中学校 
小 4 
小 6 

食のみらい
未来・味蕾

京都府教育委員会教育長賞  京都府立桃山高等学校 高 2 

食のみらい
未来・味蕾

京都市教育長賞 京都市立樫原中学校 中 2 

食のみらい
未来・味蕾

京都府市長会会長賞 京都市立樫原中学校 中 2 

食のみらい
未来・味蕾

京都府町村会長賞 京丹波町立瑞穂小学校 小 3 

食のみらい
未来・味蕾

京都府栄養士会会長賞 - - 

食のみらい
未来・味蕾

京都府農業協同組合中央会会長賞  亀岡市立吉川小学校 小 5 

食のみらい
未来・味蕾

京都新聞賞 京都市立樫原中学校 中 2 

食のみらい
未来・味蕾

ピカピカ賞 

城陽市立城陽中学校 中 2 

城陽市立城陽中学校 中 2 

京都市立樫原中学校 中 2 

京都市立樫原中学校 中 2 

城陽市立城陽中学校 中 2 

京丹波町立瑞穂小学校 小 5 

京都市立樫原中学校 中 2 

- - 

京都市立樫原中学校 中 2 

洛星中学・高等学校 - 

いいね！Saita 賞 京都府立園部高等学校 高 3 

※いいね！Saita 賞:「きょうと食育プラットフォーム」Facebook ページに投稿された宣言に対する「いいね！」獲得数が最も多かったものを表彰 
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「食べ残しゼロ推進店舗（食品小売店版）」の認定について 
 

平成３０年１２月１０日  

食の安心・安全推進課  
 

食品関係事業者の食品ロス削減の輪をさらに広げるため、平成３０年１１月から「食品スーパー

等の食品小売店」を対象とした「京都府食べ残しゼロ推進店舗（食品小売店版）」認定制度を開始

し、認定を希望する店舗の募集を行っています。 

この度、下記の９店舗から認定申請があり、「京都府食べ残しゼロ推進店舗（食品小売店版）」

として認定することとしましたので、報告します。 

今後も食品関係事業者等と協力し、食品ロス削減のための取組を推進します。 
 

記 

１ 認定店舗  ９店舗 

  認定第１号 イズミヤ八幡店 

    第２号 イズミヤ長岡店 

    第３号 イズミヤ大久保店 

    第４号 コープ男山 

    第５号 コープながおか 

    第６号 コープ京田辺 

    第７号 コープ城陽 

    第８号 コープ祝園駅 

    第９号 コープ宇治神明 

 

２ 認定店舗での取組内容 

下記の取組内容の欄に○のついた取組を実施 

認定番号 
取組内容 

イズミヤ コープ 

１号 ２号 ３号 ４号 ５号 ６号 ７号 ８号 ９号 

(1) 店頭での手つかず食品の削減に 
つながる取組 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(2) 家庭での食べキリ・使いキリに 
つながる取組 

   ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(3) 惣菜等の製造・調理段階での取組 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(4) イートインコーナー等での飲食
に関する取組 

         

(5) 食品ロス削減に関する自社の取組に
ついての PRや社内での情報共有 

   ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(6) フードバンク活動等への支援          

(7) 食品リサイクルの推進 ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(8) その他の取組 ○ ○ ○       

  ＜認定要件＞ 上記の表の取組内容のうち、２つ以上を実践していること 

ロゴマーク 
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３ 認定制度概要 

(1) 趣 旨 

京都府が推進する食品ロス削減の取組について府民及び事業者への意識啓発を図るととも

に、一般廃棄物の減量に資することを目的とする。 

 (2) 対象事業者 

京都府内（京都市を除く）で営業する飲食店、宿泊施設及び食品小売店 

(3) 認定条件 

以下の表の取組内容（1）～（8）のうち、２項目以上を実践していること 

飲食店・宿泊施設の取組項目 食品小売店の取組項目 

(1) 食材を使い切る工夫 

(2) 食べ残しを出さない工夫 

(3) 宴会、冠婚葬祭での食事等における工夫 

(4) 食べ残しの持ち帰りができる工夫 

(5) ごみ排出時の水キリ等の工夫 

(6) 使い捨て商品の使用を抑える工夫 

(7) 食べ残しゼロに向けた啓発活動 

(8) 上記以外の食べ残しを減らすための工夫 

(1) 店頭での手つかず食品（賞味・消費期限切れ

食品）の削減につながる取組 

(2) 家庭での食べキリ・使いキリにつながる取組 

(3) 惣菜等の製造・調理段階での取組 

(4) イートインコーナー等での飲食に関する取組 

(5) 食品ロス削減に関する自社の取組のＰＲや社

内での情報共有 

(6) フードバンク活動等への支援 

(7) 食品リサイクルの推進 

(8) 上記以外の食品ロスを減らすための取組 

 

 (4) 推進店の取組 

○食品ロス削減等の取組を積極的に実践し、食品ロスの削減等に努めること 

    ○交付されたステッカー等を店舗に掲示し、取組内容について来店者等に対し、積極的に 

ＰＲし、周知を図ること 

 

（参考） 

 飲食店・宿泊施設版 食品小売店版 

認定開始年度 平成２９年度 平成３０年度 

対象事業者 

京都府内の飲食店・宿泊施設 京都府内の食品小売店 

※いずれも京都市内の店舗については、 

京都市が同条件で「京都市食べ残しゼロ推進店舗」に認定 

認定ステッカー 

デザイン 

 

 

認定店舗数 

（平成 30年 11月末） 
43店舗 ― 
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「食の府民大学ミニセミナー」を開催しました 
 

平成３０年１２月１２日  

食の安心・安全推進課  

 

 食に関する正しい知識の提供とその活用を目的に、京都府ホームページ上に開講している「食

の府民大学」の映像教材を使った「食の府民大学ミニセミナー」を府内５箇所で開催しました。 

 セミナーでは、はじめに食品表示の解説と食品ロスの話題提供を行い、食への関心・知識を深

めていただき、引き続いて整理収納アドバイザー・山本紗弥香氏から、食品ロスを減らすために

家庭ですぐに実践できる冷蔵庫の整理収納方法について、自身が出演した映像教材を用いながら

御講義いただきました。 

 参加者からは、「動画を使った説明でわかりやすかった」、「毎日の生活に役立つ身近な内容で、

冷蔵庫の整理収納は早速取り組みたい」などの意見がありました。 

 

記 

 

■開催日程  平成３０年１１月６日（火）、９日（金）１５日（木）、２７日（火）、３０日（金） 

■開催場所  京都市、京田辺市、南丹市、福知山市、宮津市 計５箇所 

■参 加 者  計６８名（内くらしの安心推進員※４６名） 

■内  容  (1) 正しく知ろう！ 食品表示 【講師】食の安心・安全推進課職員 

       (2) もったいない！ 食品ロス 【講師】食の安心・安全推進課職員 

       (3) 冷蔵庫スッキリで食品ロス０へ！  

【講師】整理収納アドバイザー・山本紗弥香氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アンケート集計結果  セミナー満足度 平均４．３点（５点満点） 

 

■参加者の感想 

 ・買い物に行っても食品表示を見ることがなかったので、これからは気をつけて見ます。 

 ・食品ロスを減らすために、忘年会や新年会で「３０・１０運動」を実践したいと思います。 

 ・冷蔵庫の整理収納はすぐに実践したい事例がたくさんあり、参考になりました。知人に動画

をオススメしたいと思います。 

 
※京都府くらしの安心推進員   
  地域の消費者トラブル未然防止・早期発見のための見守り活動、食の安心・安全情報の伝達、食品表示
の監視を行う府民ボランティア。消費生活安全センターと協力して平成２２年度から育成。 
（平成３０年１２月登録者数 地域見守り約４８０名、食品表示チーム２８８名） 

熱心に聴講する参加者 冷蔵庫の収納グッズの実物を 

見せながら解説していただきました 
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京都キレイフェスタ２０１９の開催結果について(報告) 
 

  平成３１年１月２４日 
食の安心・安全推進課 

 

一般財団法人京都工場保健会が主催、府が後援した、４０代～５０代の女性

を対象にした健康のイベント、「京都キレイフェスタ２０１９」が下記のとお

り実施され、当課も出展ブースで食育・食品ロス削減・食の安全について啓発

を行いましたので報告します。 

会場には、１，６００名近い来場者があり、当課のブースでは府民一人ひと

りが食に関する自らの目標を掲げていただく「食のみらい宣言」を昨年度に続

き実施し、１，２５２件（今年度 累計２，６６０件）の宣言を行っていただき、

よりよい食生活に向けた府民の意識を高めることができました。その他、府民

の食の安心・安全に関する意見を収集するためのアンケートを実施し、１５０

名に御回答いただきました。 

 

記  
 

 ■日  時 ：平成３１年１月１９日(土) １０：００～１６：３０ 
 

 ■場  所 ：みやこめっせ(京都市左京区岡崎成勝寺町９− １) 
 
 ■来場者 ：約１６００名 
 
    

 

【 主 な 食 の み ら い 宣 言 】  

・ 毎 朝 し っ か り 朝 食 を 食 べ ま す  ・ 栄 養 バ ラ ン ス を 考 え て 食 事 を し ま す  

・ 家 族 そ ろ っ て 食 事 を し ま す   ・ 食 べ 残 し を し ま せ ん  

・ 地 元 産 の 食 材 を 食 べ ま す    ・ 暴 飲 暴 食 は し ま せ ん  等  

 

 

 

◆ヨガ教室・運動教室  
◆肌チェック、ハンドマッサージ等の美容体験ブース  
◆健康相談ブース  
◆血管年齢測定、骨健康度測定  
◆チョークアート、ペーパーアート等のワークショップ  

 食のみらい宣言   

その他会場での催し 
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「きょうと食いく先生養成講座」の開催について（報告） 
 
                                                平 成 ３ １ 年 ２ 月 
                            食の安心・安全推進課 
 
  ２月１９日(火）、きょうと食いく先生や同先生を目指す、地域で食育活動を行ってお

られる方等を対象に「きょうと食いく先生養成講座」をガレリアかめおかで開催しまし

た。（参加者２７名） 

亀岡市立別院中学校校長、池邉勇作氏から、授業での教え方のポイント、先生として

の思い等を学校での食育活動の事例を交えながら講演いただきました。 

 また、きょうと食いく先生の宮本淳子氏から、食育活動をしていく上で大事にしてい

ることや思い等を実際の取組の具体的なお話を交えながら講演いただきました。 

 参加者からは、「授業のポイントとコツが理解できた。子ども達にとって、体験の多

い授業はとても良いと思った。」「地域色豊かな地域でのきょうと食いく先生の工夫や

体験談などが聞けて、大変参考になった。」などの意見がありました。 

 

記 

■ 参加者    
食いく先生を目指す地域での食育活動者及び食いく先生等 ２７名 

 
■ 講演「学校の食育活動、きょうと食いく先生に期待すること」 
   講師：亀岡市立別院中学校校長 池邉勇作 氏 
 
○子どもへ教える上でのポイント 
・体験など、子ども達に五感を使った指導を意識する。 
・授業の約束事は初めに決める。授業のルールは初めに伝える。 

 ・混乱すれば一度止める。 
 ・学校のねらいに沿って、教えたいことに優先順位をつける。 
 
■ 講演「食育授業にあたって心がけていること、思い」 

講師：きょうと食いく先生 宮本淳子 氏 
 
○取組内容 
・丹後地域の食生活と長寿の関係、丹後地域の気候、風土と食品 
加工力の関係など、食の視点から丹後について学んでもらうこ 
とをテーマに活動をしている。 

 ・京丹後市６町それぞれの地域の農林水産物を使用した料理の話 
等をしている。同じ料理でも名前が違うことを伝えると驚いて 
くれる。 

○心がけていること 
 ・調理実習の時は、班ごとに１人、指導につくことができる 

よう複数人数で対応している。 

 ・京丹後市６町それぞれの地域に合わせて話をしている。 
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～京 都府 報道 発表 資料 ～ 京都府広報監 まゆまろ 

平成３０年度「京都府食品ロス削減府民会議」を開催します！ 

 

                                平 成 ３ １ 年 ３ 月 ６ 日  

京 都 府 農 林 水 産 部  

食の安心・安全推進課  

理 事 伊藤 075-414-5651  

副課長 荒木 075-414-5656  
 

京都府では、製造された食品が、売れ残りや規格外、食べ残しなどの理由から廃棄されてしまう

「食品ロス※」の削減に向けて、府民や食品関係事業者、行政等が一体となり取組を進めています。 

この度、京都府の「食品ロス」削減に向けた方策を議論するため、「京都府食品ロス削減府民会

議」を３月１４日（木）に開催しますので、当日の取材についてよろしくお願いいたします。 
 

 ※日本の食品ロス（年間約６４６万トン）は、世界全体の食料援助量（年間約３２０万トン<H26実績>）

の約２倍と推計されています 

 

１ 日 時  平成３１年３月１４日（木） 午前１０時～１１時３０分 
 

２ 場 所  御所西 京都平安ホテル １階 平安の間 

       （京都市上京区烏丸通上長者町上ル） 
 

３ 内 容  (１) 食品ロス削減に係る京都府の取組実績と今後の取組について 

       (２) その他 
 

４ 出席者  別添委員名簿のとおり（予定） 

 
 
【参考】  

 ＜京都府食品ロス削減府民会議について＞ 

生産から流通・消費までの各分野が行うべき食品ロス削減に向けた取組等について議論する

ため、平成２８年度に設置。 

○委員 

   学識経験者、農林業、食品製造、流通、小売、飲食、消費者団体、福祉団体、フードバンク、 

行政機関などを中心に組織。（別紙委員名簿のとおり）    
 

■３０年度 １回開催（２９年度 ３回開催、２８年度 ４回開催） 

第１回(平成２８年７月２８日)議題:食品ロスの現状、主な発生原因、削減策など 

第２回(平成２８年９月 ６ 日)議題:賞味期限に係る食品ロス削減、流通過程・外食産業における 

食品ロス削減など 

第３回(平成２８年１１月２日)議題:家庭向け食品ロス削減の対策、余剰食品の有効利用など 

第４回(平成２９年 ２月３日)議題:余剰食品の有効利用、1/3(2/3残し)ルールの緩和、 

小容量・ばら売りなど 

第５回(平成２９年６月１４日)議題:農産物規格外品の有効利用、需要予測精度向上など 

第６回(平成２９年１１月１４日)議題:印字ミス等の削減、売れ残りによる廃棄など 

第７回(平成３０年３月１６日)議題:これまでの議論の総括と今後の方針の確認 
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府政記者室、南丹広域振興局 同時資料配付

京の特産農産物の生産に生かせる最新の研究成果を紹介します

～平成30年度農林センター（作物部・園芸部・環境部）試験研究成績報告会～

平 成 ３ １ 年 １ 月 １ ６ 日

農林水産技術センター農林センター

農林水産部流通・ブランド戦略課

京都府農林水産技術センター農林センター(作物部・園芸部・環境部)では、特産農産物

の生産性向上や消費者ニーズに合わせた農産物の供給につながる研究を進めています。

この度、米、小豆、京野菜の栽培改良技術や獣害対策、農薬に係る研究成果を公表し、

府内農業者に活用していただくため、成績報告会を開催しますので、お知らせします。

本年度は、「京都オリジナル良食味米新品種の育成」「京野菜のおいしさに関する情報発

信」「野生動物による被害防止対策」「トウガラシ自動かん水装置の開発」などの最新成果

を紹介しますので、事前の周知や当日の取材をよろしくお願いいたします。

１ 日 時 平成３１年１月３１日（木）１３：００～１６：３０

２ 場 所 京都府農林水産技術センター農林センター ３階講堂

（京都府亀岡市余部町和久成９）
わ く なり

３ 内 容 発表概要（詳細は別紙をご覧ください）

【口頭発表】（６課題）

最新の米品種育成、京野菜のおいしさ評価、野生動物対策などの成果を紹介します。

(1)コシヒカリに代わる京都オリジナル良食味米新品種の育成(13:10～13:35) 作物部 大砂古 俊之
おおさ こ としゆき

(2)京野菜のおいしさを科学的に評価する (13:35～14:00) 園芸部 村松 功
むらまつ いさお

(3)防除柵(金網)の侵入危険箇所と被害防止対策 (14:00～14:25) 環境部 河野矢 豊
こ う のや ゆた か

＜休憩 ポスター発表＞

(4)アズキ機械化栽培での難防除雑草の総合防除体系の確立 (15:00～15:25) 作物部 辻 康介
つじ こうすけ

(5)甘長トウガラシ類半促成栽培における自動かん水装置を用いた安定生産技術

(15:25～15:50) 園芸部 竹本 哲行
たけもと てつゆき

(6)地域特産農作物への農薬の登録拡大について (15:50～16:15) 環境部 杉浦 伸明
すぎうら のぶあき

【ポスター発表】（１２課題）（１４：２５～１５：００)

研究担当者がポスターで成果を紹介し、参加者の質問に答えます。

・ドローンに搭載したデジタルカメラ画像を用いた水稲生育量把握

・スマート農業はじめの一歩 まずは現状把握から

・ネ ギ え そ 条 斑 病 の 発 生 生 態 の 解 明 と 防 除 対 策 など

４ 参加費 無料（申込不要、敷地内に駐車場あり）

５ 問い合わせ先 京都府農林水産技術センター農林センター

園芸部 藤原 TEL：0771-22-6492（直通）
ふじわら

21



府政記者室・丹後広域振興局 同時資料配付

平成３０年度「丹後農業研究所試験研究成績報告会」および

「丹後農業改良普及センター活動報告会」 を開催
～丹後農業を支える加工用農産物の拡大を目指して～

平 成 ３ １ 年 １ 月 ２ ３ 日
京 都 府 農 林 水 産 技 術 セ ン タ ー
農林センター 丹後農業研究所

京都府丹後農業改良普及センター
京都府農林水産部流通・ブランド戦略課

京都府丹後農業研究所では、丹後国営開発農地 のスケールメリットを生かした野菜の大規模※

生産技術や特産の米、果樹等の栽培技術について研究開発しています。また、丹後農業改良普及
センターでは、丹後地域の農業の活性化を目指し活動しています。

この度、丹後農業研究所と丹後農業改良普及センターが、生産者をはじめとする府民の皆様や

農業関係者に、その活動成果を広くお伝えし、農業に対する理解を広め、農業経営に役立ててい
ただくため、報告会を開催しますので、事前の周知と当日の取材をよろしくお願いいたします。

※丹後国営開発農地は、東京ドーム１００個分以上に当たる５１２ ha の面積があり、約３００名の農家や農業法人
により野菜や茶、果樹などの大規模農業が展開されています。

１ 日 時 平成３１年２月２０日（水）午後１時３０分～５時

２ 場 所 京都府農林水産技術センター 農林センター 丹後農業研究所 講堂
（京丹後市弥栄町黒部４８８）

３ 内 容

(1) 丹後で伸びゆく加工用キャベツ
○丹後の加工契約野菜の取組について

ＪＡ京都丹後広域営農センター 中嶋 光
なかしま ひかる

○業務用キャベツの産地化に向けた支援
丹後農業改良普及センター 河﨑 宏也

かわさき ひろ や

○丹後地域におけるキャベツ生産の作期拡大への挑戦
丹後農業研究所 向 田 慎

むかい だ しん

(2) 京都の酒を支える酒造用原料米
○京都府での酒造用原料米振興について

農林水産部農産課 小野原 一暢
お の はら かずのぶ

○「京の輝き」平成３０年産の振り返り
丹後農業改良普及センター 松藤 宏之

まつふじ ひろゆき

○「京の輝き」の生育診断による追肥施用技術の開発
丹後農業研究所 寺田 裕信

てら だ ひろのぶ

(3) 意見交換

※タイムスケジュール等の詳細は、別添開催要領をご覧ください。

４ その他 参加無料、事前申込不要

（問い合わせ先）
京都府農林水産技術センター 農林センター丹後農業研究所

総務担当 専門幹 中川, 副主査 尾関
TEL: 0772-65-2401 FAX: 0772-65-3561

京都府丹後農業改良普及センター
副所長 塩見
TEL: 0772-62-4308 FAX: 0772-62-5894
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府政記者室・山城広域振興局同時資料配付 

～ 京 都 府 報 道 発 表 資 料 ～ 

   

 

 
 

京都府広報監 まゆまろ 

  ～茶業研究所リニューアルオープン、 
        宇治茶の価値・魅力を発信～ 

「平成３０年度茶業研究所研究報告会」を開催 

平 成 ３ １ 年 １ 月 ３ １ 日 

京都府農林水産技術センター 

農林センター茶業研究所 

農林水産部流通・ブランド戦略課 

京都府農林水産技術センター農林センター茶業研究所は、宇治茶の生産振興を図るため、

安心安全かつ高品質な茶の生産について研究しています。昨年１月に「新時代の宇治茶イノ

ベーションの拠点」としてリニューアルオープンし、宇治茶の機能性を引き出した新商品の

開発支援や科学的根拠に基づいた価値・魅力を発信していくこととしています。 

この度、平成３０年度研究報告会を開催し、高品質宇治茶の新しい機能性成分、海外輸出

に向けた病害虫防除体系、高品質なてん茶製造のための技術開発についての報告をします。 

府民の皆様へ御周知いただきますとともに、当日の御取材をよろしくお願いいたします。 

 

１ 日時 平成３１年２月８日（金）１４：００～１５：００ 

２ 場所 宇治茶会館 大ホール（宇治市宇治折居 25番地 2） 
３ 内容 （詳細は別紙参照） 

ア 「高品質てん茶に含まれる化学成分の特徴と新たな機能性成分」 

14:05～14:20 

京都府農林水産技術センター農林センター茶業研究所 技師  松浦
まつうら

 健人
けんと

 

イ 「海外輸出を可能とする病害虫防除体系」 

14:20～14:45 

京都府農林水産技術センター農林センター茶業研究所 主任研究員 林田
はやしだ

 吉
よし

王
きみ

 

ウ 「てん茶の仕上げ乾燥条件と製茶品質の関係」 

14:45～15:00 

京都府農林水産技術センター農林センター茶業研究所 主任研究員 大串
おおぐし

 卓史
たかふみ

 

 

４ 定員 ３００名（入場無料、事前申込み不要） 

※駐車スペースに限りがありますので、出来る限り乗り合わせてご来場ください。 

 

５ その他  なお、当日は１３:００より同じ会場で京都府茶生産協議会主催の茶業研修

会が下記の内容で開催されます。 

 

      「ポリアミン※と健康寿命の伸長」 京都工芸繊維大学応用生物学系 

                        微生物工学研究室  教授 鈴木
すずき

 秀之
ひでゆき

   
※ポリアミンとは、生体内のタンパク質合成や細胞分裂に関与する成分で、近年アンチエイジング等の効果が期待される食品
から摂取可能な機能性成分です。 

 
お問合せ先 京都府農林水産技術センター農林センター茶業研究所 

       所長 神田
かんだ

 真帆
ま ほ

    電話０７７４(２２)５５７７ 

 
（裏面あり） 
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～ 京 都 府 報 道 発 表 資 料 ～ 

   

 

 
 

京都府広報監 まゆまろ 

京野菜機能性セミナー２０１９を開催します 

 
平 成 ３ １ 年 ３ 月 １ 日  

京野菜機能性活用推進連絡会事務局  

（京都府農林水産部流通・ブランド戦略課内）  

 

京野菜機能性活用推進連絡会（※１）では、京野菜の新たな魅力として「機能性（※２）」に注
目し、京野菜の需要拡大を図ることを目的に、機能性に関する情報の発信等の活動を行って
います。 
この度、京野菜を取り扱う飲食店や京野菜の食品機能性に関心のある方を対象に、「京野

菜機能性セミナー２０１９」を開催します。 
京野菜の機能性に関する講演や、京野菜の機能性成分を効率的に摂取できる料理の試食な

どを実施いたしますので、府民の皆様への御周知と当日の御取材をお願いいたします。 

 
※１京野菜機能性活用推進連絡会：京野菜の美味しさに加え、新たな魅力である「健康機能性」について情報発信するため、

食品関連企業や関係機関等が結集し、情報収集、機能性を生かした京野菜加工品の商品化等を行っている。 

※２機能性：科学的根拠に基づき、健康の維持・増進に役立つことが期待できる性質のこと。 

 
１  開催日時： 
 平成３１年３月１４日（木）午後１時 30分～午後３時 30分 
 
２  開催場所： 
 ホテル日航プリンセス京都 ３F ヴィオラ 
 （京都市下京区烏丸高辻東入高橋町６３０番地） 
 

３  内 容： 
 １）講演 
  ○黒大豆エダマメ“紫ずきん”の抗酸化効果について 
    京都府立大学大学院 栄養科学研究室 助教 小林

こばやし

 ゆき子 氏 
  ○京野菜の機能性や栄養成分と期待される健康効果について 
    管 理 栄 養 士 ・ 野 菜 ソ ム リ エ p r o 民

たみ

野
の

 摂子
せつこ

 氏 
 
 ２）京野菜の機能性を活かした料理の試食 
  花菜のレシピ、京たけのこを使用したレシピ各１品 
 
 ３）意見交換 
 
４  参 加 費：無料 

５  募集定員：４０名（先着順・定員に達し次第締切） 
６  申 込：電話、FAXまたはメールで、以下の問い合わせ先に氏名、連絡先をお知らせ

ください。(締切：３月８日（金）) 

問い合わせ先  京野菜機能性活用推進連絡会事務局 （担当：中澤
なかざわ

・大原
おおはら

） 

 （京都府農林水産部流通・ブランド戦略課内） 
 〒602-8570京都市上京区下立売通新町西入藪ノ内町 
  T e l：075-414-4969 F A X：075-414-4974 

Mail：ryutsu-brand@pref.kyoto.lg.jp 
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～ 京 都 府 報 道 発 表 資 料 ～ 

   

 

 
 

京都府広報監 まゆまろ 

 
 

平成３０年度農作物病害虫セミナーを開催します 
害虫防除の最前線～野菜害虫の発生生態と防除対策～  

                                                       
平成３１年２月４日  
京都府病害虫防除所  

京都府農林水産部農産課  

 

 京都府病害虫防除所では、府内農業の生産振興を図るため、病害虫防除技術に関する情報提供

を行うセミナーを毎年開催しています。 

 本年度は、近年、野菜類などで問題になる害虫の知られざる生態と最新の防除技術をメインテ

ーマに開催しますので、府民の皆様への事前周知と当日の取材についてよろしくお願いいたしま

す。 

 

１ 日 時 平成３１年２月２２日（金）１３：１５～１６：４５ 

 

２ 会 場 キャンパスプラザ京都 第一講義室（京都市下京区西洞院通塩小路下る） 

３ 内 容 

（１） 話題提供 

テーマ「害虫防除の最前線～野菜害虫の発生生態と防除対策」 

      家庭園芸を含めた野菜類などで問題になるアザミウマ類、ハモグリバエ類、イモムシ類

について知られざる生態と最新の防除技術を分かりやすく紹介する。 

    ア アザミウマ類～小さくても、農薬に強く、病気を移す手強い輩～ 

        （地方独立行政法人 大阪府立環境農林水産総合研究所 柴
しば

尾
お

 学
まなぶ

） 

    イ ハモグリバエ類～同じような食害痕でも、種類はいろいろな厄介者～ 

        （京都府病害虫防除所 德
とく

丸
まる

 晋
すすむ

） 

    ウ イモムシ類～アオムシ、コナガ、シンクイ、ヨトウ、それぞれの戦略～ 

        （兵庫県立農林水産技術総合センター 八
や

瀬
せ

 順也
じゅんや

） 

（２）総合討論 

    コーディネーター：永井
ながい

 一哉
かずや

（一般社団法人日本植物防疫協会）     

 

４ 参加者 府内生産者、JA関係者、関係市町村、府関係機関など約 200名（予定） 
      ※参加無料・事前申込不要。農業関係者以外の方でもご自由に参加いただけます。 

 
５ 主 催 京都府病害虫防除所 
 
６ その他 当日は記者席をご用意いたします。 

 

＜お問い合わせ先＞  京都府病害虫防除所  所長 津田 

ＴＥＬ：０７７１－２３－９５１２ 

府政記者室・南丹広域振興局 同時資料配付 
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豚コレラの発生状況と対応（３月２５日現在）

農林水産部畜産課

豚コレラとは・・・

・豚といのししの病気であり、人には感染しません。

（豚コレラに感染した豚の肉や内臓を食べても人体に影響はありません。）

・感染した豚、いのししや汚染された飼料等との接触によって感染が拡大します。

（鳥インフルエンザのように野鳥で感染が拡大することはありません。）

・ワクチンの普及等により国内では平成４年を最後に発生はありませんでした。

（今回の発生は２６年ぶりの発生となります。）

・海外ではアジア、アフリカ、中南米等で広範囲に発生が見られています。

■ 発生状況と防疫対応

１ 飼養豚等

○ 平成３０年９月に岐阜県で発生

○ 以後、愛知県に広がり、愛知県からの子豚の導入等により滋賀県、大阪府、長野

県でも発生

○ 計５府県２７農場（５０，６９６頭）で発生（疫学関連農場を含む）

→発生農場の飼養豚等を全頭殺処分するととに農場消毒等を実施

２ 野生いのしし

○ 岐阜県：２２０頭陽性

○ 愛知県： １３頭陽性

→陽性いのしし確認地域を防護柵で取り囲み、餌に混ぜたワクチンを投与

■ 京都府の対応

１ 豚・いのしし飼養農家

○ 全農家（40戸、9,425頭）に衛生情報を発出し､情報提供と注意喚起を実施（16回)

○ 全農家を巡回し、農場出入り時の消毒等の予防対策を強化（４回）

○ 養豚業者（10戸、9,275頭）を対象に定期的に豚コレラ抗体検査を実施

→延べ40戸、218頭の陰性確認（H30.4月～H31.2月）

２ 野生いのししの監視

○ 死因が明確でない野生いのししを検査（全国で250頭が陰性（岐阜、愛知県を除く））

→２頭陰性確認（亀岡市（H30.10.17）、宮津市（H31.2.26））

３ その他

○ 京都府豚コレラ警戒本部会議を開催：全庁的な警戒体制を強化

○ 情報発信：府ＨＰのトップページに「豚コレラに関する情報」を掲載

○ 発生に備えた準備：建設業協会等と埋却作業や消毒作業等の防疫協定を締結

防護服や消毒機器等の初動防疫に必要な資材を備蓄（３日分）

各地域で発生を想定した防疫演習を実施（33回、998名参加）
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豚コレラ発生状況（府畜産課集計）  

 

 

 

 

発生日  

 

発生場所  

 

畜種  

 

頭数  

 

防 疫 措 置  

完 了  

終息  

(移 動 制 限 解 除 ) 

①  H30.9.9 岐阜県岐阜市  養豚農場  豚  579 頭   9.11 10.10 

②  11.16 岐阜県岐阜市  畜産センター公園  豚  21 頭  11.16 12.15 

③  12. 5 岐阜県美濃加茂市  岐阜県畜産研究所  豚  503 頭  12. 7  1. 5 

④  12.10 岐阜県関市  イノシシ飼養施設  イ ノ シ シ  22 頭  12.11  1. 9 

⑤  12.15 岐阜県可児市  岐阜県農業大学校  豚  10 頭  12.16  1.14 

⑥  12.25 岐阜県関市  養豚農場  豚  7,861 頭  12.28  1.26 

⑦  

 

H31.1.29 岐阜県各務原市  養豚農場  豚  1,662 頭   1.31  3. 1 

 関 連 農 場 (岐 阜 県 /農 場 ㋐ /と 場 ㋑ ) 豚  1,016 頭   2. 1 －  

⑧  

 

 

 

 2. 6 愛知県豊田市  養豚農場  豚  5,620 頭   2.12  3.13 

 

 

 

関 連 農 場 (愛 知 県 /農 場 ㋒ 、 長 野 県 /農 場 ㋓ /  

と 場 ㋔ 、 岐 阜 県 /農 場 ㋕ 、 大 阪 府 /

農 場 ㋖ 、 滋 賀 県 /農 場 ㋗ ) 

豚  

 

 

9,697 頭  

 

 

 2.15 

 

 

－  

 

 

⑨  

 

 2.13 愛知県田原市  養豚農場  豚  1,180 頭   2.24 3.25 予定  

 関 連 農 場 (愛 知 県 /農 場 ㋘ ) 豚  13,420 頭   2.24 －  

⑩   2.19 岐阜県瑞浪市  養豚農場  豚  5,775 頭   2.23 3.24 予定  

⑪   3. 7 岐阜県山県市  養豚農場  豚  1,296 頭   3. 9 4. 7 予定  

⑫   3.23 岐阜県山県市  養豚農場  豚  2,034 頭  実施中   

                         計  50,696 頭  
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高病原性鳥インフルエンザ・豚コレラ等の発生に備えた訓練（報告） 

 

平 成 ３ １ 年 １ 月 

農    政    課 

畜 産 課 

 

 高病原性鳥インフルエンザや豚コレラ等の家畜伝染病の発生に備え、下記のとおり「防疫

資材搬出訓練」及び「車両消毒訓練」を実施しましたので報告します。 

 

記 

 

○防疫資材搬出訓練 

 ・日 時 

平成３０年１２月２６日（水） １０：３０～１１：３０ 

 ・場 所 

防疫資材備蓄倉庫（旧婦人相談所） 

 ・参加者：計９名 

緊急動員時後方支援職員（防疫資材搬出担当） ４名 

（農政課、農村振興課、経営支援・担い手育成課、森づくり推進課）  

  農政課３名、畜産課２名 

 ・内 容 

防疫資材の保管場所及び搬出方法等を確認 

       

○車両消毒訓練（京都市域で発生時に動員される職員向け） 

 ・日 時 

平成３０年１２月２５日（火） １３：３０～１４：３０ 

平成３０年１２月２６日（水） １３：３０～１４：３０ 

 ・場 所 

京都林務事務所 駐車場 

 ・参加者：計３０名 

車両消毒ポイント動員予定者（建設交通部・京都土木事務所職員）：２４名 

 （２５日：８名  ２６日：１６名） 

農政課３名、畜産課３名 

 ・内 容 

動力噴霧器の作動方法及び車両の消毒方法を実演 

車両消毒ポイントの運営方法を確認       
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その他の取組 
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食育交流会 

～「いただきます」の向こう側～ 

映画「カレーライスを一
いち

から作る」を通じての開催結果報告 

平成３０年１２月４日  

食の安心・安全推進課  

 

 

カレーライスの材料を自分たちの手で育て、作り、食べるというドキュメンタリー映画を通じ

て、普段の食事の背景、言い換えれば「いただきます」の向こう側にある農畜産物等の生産や生

き物の命をいただいていることを見つめ直し、食の循環や環境を意識した食育推進の機会とする

ため、食育交流会を開催しましたので、報告します。 

映画上映後、参加者から、「生きるために生きているものをいただく。だから“いただきます”

“ごちそうさま”と食べるときに感謝をしなければならない。そんな当たり前で忘れがちな事を

しっかりと心に響いた映画でした。」、「１０歳と６歳の子と一緒に見ました。食育の勉強として

とても良い教材だと思います。学校の授業でも使って欲しい。」などの感想をいただきました。 
 

記 
 
 
 

  

■日 時：平成３０年１１月２４日（土） 

1４:00～16:00 
 

■場 所：京都パルスプラザ 稲盛ホール 

 

■上 映：カレーライスを一
い ち

からつくる 

 

■参加人数：３９名（一般府民等） 

 

■主 催：京都府、きょうと食育ネットワーク 

 

 

 

 

 

 

 

食育交流会～「いただきます」の向こう側～「映画カレーライスを一
いち

から作る」を通じて 

33



府政記者室・南丹・中丹・丹後広域振興局 同時資料配付 

 

～京 都府 報道 発表 資料 ～ 京都府広報監 まゆまろ 

新たに幼稚園・保育所等を対象に加入、 
「たんとおあがり 京都府産」施設を２６施設認定 
～地産地消で府内の農林水産業を応援する取組が広がっています～ 

 
平成 30 年 12 月 12 日 
京 都 府 農 林 水 産 部 
食の安心・安全推進課 
0 7 5 - 4 1 4 - 5 6 5 6 

 

 京都府では、府内産農産物の利用や食文化等の情報発信に積極的に取り組む病院、福祉

施設、社員食堂を有する企業、大学食堂、今年度から新たに幼稚園、保育所等も対象に加

入、「たんとおあがり 京都府産」施設として認定しています。 

この度、府内の２６施設を新たに認定し、認定章交付式を行いますので、取材いただき

ますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

１ 日 時 
平成３０年１２月１７日（月） １４：００～１５：３０ 

 
 

２ 場 所 

御所西京都平安ホテル 嵯峨の間 
（京都市上京区烏丸通上長者町上ル） 

 
 
３ 内 容 
（１）認定章の交付 
       ・交付者：「いただきます。地元産」推進協議会 会長 

                 （京都府農林水産部長 綾
あや

城
しろ

 義
よし

治
はる

） 

       ・出席者：新規認定施設の管理者、栄養士等 
 
 
（２）府内産農産物に係る情報提供 

講師：藤田
ふ じ た

 正
ただし

 氏（きょうと食いく先生、野菜ソムリエ） 

         
 
（３）意見交換 
        ・認定施設の応募動機、取組状況、利用者の反応等 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２９年度認定章交付式 「たんとおあがり 京都府産」 

施設認定章 

 

（裏面あり）

り 
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４  新規認定 ２６施設 平成３０年４月～９月末までの取組実績の審査を経て認定。 

施 設 名 所在地 施 設 名 所在地 

京北
けいほく

山国
やまぐに

ふるさと園
えん

 

京都
きょうと

指月
し げ つ

の郷
さと

 

亀岡
かめおか

園
えん

デイサービスセンター 

カフェレストランあむりた 

共栄
きょうえい

産業
さんぎょう

株式会社 

こぐま上野
か み の

保育園 

はなぶさ保育園 

みやま保育所 

知
ち

井
い

保育所 

八木
や ぎ

中央
ちゅうおう

幼児学園 

日吉
ひ よ し

中央
ちゅうおう

保育所 

胡麻
ご ま

保育所 

園部
そ の べ

保育所 

京都市 

京都市 

亀岡市 

京都市 

京都市 

京都市 

京都市 

南丹市 

南丹市 

南丹市 

南丹市 

南丹市 

南丹市 

城南
じょうなん

保育所 

福知山
ふくちやま

丹
たん

陽
よう

保育園 

花園
はなぞの

保育園 

峰山
みねやま

こども園 

大宮
おおみや

こども園 

弥栄
や さ か

こども園 

丹後
た ん ご

こども園 

かぶと山
やま

こども園 

網野
あ み の

みなみ保育所 

浅
あさ

茂
も

川
がわ

保育所 

島津
し ま づ

保育所 

たちばな保育所 

宇川
う か わ

保育所 

南丹市 

福知山市 

福知山市 

京丹後市 

京丹後市 

京丹後市 

京丹後市 

京丹後市 

京丹後市 

京丹後市 

京丹後市 

京丹後市 

京丹後市 

（地域別 京都市内６、南丹管内８、中丹管内２、丹後管内１０）       

 

【参 考】 

（１）「たんとおあがり 京都府産」施設 認定制度概要 

目 的 
安心・安全な京都府農産物の利用促進を通じて、健康的で心豊かな食生活の実現と

府内の農地や農業を守り育てていく環境づくりを目指す 

対 象 病院、福祉施設、社員食堂を有する企業、大学食堂、幼稚園、保育所等 

要  件 

次の要件を全て満たした場合に認定 

○京都府産野菜等を四季毎に 30日以上利用（品目毎の利用日数の合計） 

○京都府産米を概ね 50％以上利用（年間利用日数の合計） 

○施設利用者に、京都府産の米・野菜等を使用した献立等を通じて、産地や食文化等の

情報を発信（「四季毎に１回以上」） 

認定機関  「いただきます。地元産」推進協議会 

備 考 平成１８年度に制定 

（２）認定状況 

 １６９施設（病院１４、福祉施設１０８、企業２０、大学食堂６、幼稚園・保育所２１） 

（平成３０年１２月１７日時点） 

詳細は、京都府ホームページに掲載

http://www.pref.kyoto.jp/tisantisho/1165913652332.html 
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幼児向け食育指導者研修会の開催結果について（報告） 
 

                                                平成３１年２月１８日  

                            食の安心・安全推進課  
 

 幼稚園・保育所等における幼児への食育活動が増えつつあることから、この動きをさらに拡大

・加速させ、取組内容の充実を図ることを目的に、幼稚園等で指導に当たる職員を対象とした研

修会を開催しました。 

 府内幼稚園で年間５０回程度調理実習を行っているキッズキッチンインストラクター６名から、幼

児を対象とした調理実習のポイントについてデモンストレーションを交えて講演いただいた後、グル

ープに分かれて食育活動についての意見交換を行いました。 

 参加者からは、「デモンストレーションで子どもへの声のかけ方を知ることができ、園に帰って実

践したい」、「ハサミやピーラーを使った料理は目から鱗だった」、「他園の食育の取組を知ること

ができ、大変参考になった」などの意見がありました。（参加者７９名） 
 

記 
 

■ 開催日時   平成３１年２月７日（木）、２月１２日（火）１４：００～１６：３０ 

■ 開催場所   市民交流プラザふくちやま（福知山市、７日） 

       京の食文化ミュージアム・あじわい館（京都市、１２日） 

■ 参 加 者   幼稚園・保育所等の栄養士・保育士・調理師等 ７９名（両日） 

■ 内 容 

（１）幼児向け食育調理実習等を通じた効果的な食育支援について 

キッズキッチンインストラクター 

      松尾美知枝氏、青山和美氏、金原康代氏、五十川喜子氏、金森麻子氏、田淵亜季氏 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）グループディスカッション 

   ５グループに分かれ、各幼稚園等で実施して 

いる食育活動について意見交換 

 

 

 

提案メニュー 

鯛の塩釜焼き、いもごはん、きゅうりとわかめ

のごま酢和え、けんちん煮、のりすい 

幼児向け調理実習のポイント 

・子どもが「自分でできた！」を実感するために

は見守る大人が最初に正しく伝え、手を出しす

ぎないこと 

・五感（見る、触る、におう、聴く、味わう）を

フルに使う内容にすること 

【アンケート結果】 ４.９点（５点満点） 
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府政記者室、各広域振興局、経済記者クラブ 同時資料配付 

～ 京 都 府 報 道 発 表 資 料 ～ 

 

京都府広報監 まゆまろ 

 
旬の京野菜を食べよう！！  

～｢京野菜マルシェ｣開催～  

 

平 成 ３ １ 年 １ 月 １ ０ 日  
京都府農林水産部流通・ブランド戦略課  
(公 社 )京 の ふ る さ と 産 品 協 会  

 

おいしおすえ京野菜キャンペーン実行委員会では、府内の量販店等と協力し、京野
菜コーナーの設置や販売促進ＰＲを行うイベント｢京野菜マルシェ｣を１月１６日（水）
から２月２８日（木）まで開催します。  

京野菜マルシェ実施店では、旬を迎える京みず菜、九条ねぎ、聖護院だいこん、花
菜など、新鮮な冬の京野菜を府内の皆さんにお届けします。   
１月１９日(土)からは、店頭試食も実施されますので、広く周知いただきますよう、

よろしくお願いします。  

 

 

１  実施時期  平成３１年１月１６日（水) から ２月２８日（木）まで  

 

２  内   容  
 (1) 京野菜コーナーの設置  

・各店舗で京野菜コーナーを設置  

・キユーピー (株)、カゴメ(株)と京野菜のコラボレシピで京野菜をＰＲ  

 (2) プレゼントキャンペーン  
・キャンペーン期間中（ 1/16～2/28）に京野菜マルシェ実施店舗で野菜を購入いただい

た方に抽選で豪華賞品をプレゼント（１００名様）  
 

３  参  加  店  京都府内の量販店、直売所等 約１５０店（㉙１７８店） 
（イオン、京都生協、ライフなど） 
※試食宣伝を実施する店舗の一覧は、裏面をご参照ください。  

 

                                               

 

 

 

 

 

 

 

昨年実施店の様子  

〈連絡先〉  
○京野菜マルシェの内容について  
 京都府農林水産部流通・ブランド戦略課  課長  上原、副課長  山川  
   ＴＥＬ：０７５－４１４－４９４１  
○参加店について  
 (公社 )京のふるさと産品協会  次長  和田  
  ＴＥＬ：０７５－３２５－０３０５  

〈参考〉おいしおすえ京野菜キャンペーン実行委員会  
首都圏や近畿圏等の消費者に京都産農林水産物等の良さを発信することにより、さらなる需要拡

大と販売促進を図る。 
 

構成団体：京都府、京都市、京都府農業協同組合中央会、全国農業協同組合連合会京都府本部、
(公社 )京のふるさと産品協会、京都青果協会、京都生活協同組合など  

（裏面あり） 
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府政記者室、各広域振興局、経済記者クラブ 同時資料配付 

～ 京 都 府 報 道 発 表 資 料 ～ 

 

京都府広報監 まゆまろ 

平成30年度「京野菜マルシェ」　試食宣伝実施店舗一覧

店名 店舗名 試食宣伝 郵便番号 場所

太秦店 調整中 616-8152 京都市右京区太秦堀ケ内町32−1
嵯峨店 調整中 616-8355 京都市右京区嵯峨新宮町5−3
久美浜店 2月2日 629-3400 京丹後市久美浜町273
園部店 1月22日 622-0002 南丹市園部町美園町6-22
白鳥店 1月31日 625-0062 舞鶴市森小字大田野540
東舞鶴店 1月31日 625-0036 舞鶴市字浜88-4
西舞鶴店 1月31日 624-0841 舞鶴市字引土糠ヶ坪329
宮村店 1月31日 626-0033 宮津市宮村小字辻町1176-2
男山店 1月31日 629-2261 与謝郡与謝野町男山1124-1
コープいわくら 1月26日 606-0021 京都市左京区岩倉忠在地町526
コープ下鴨 1月26日 606-0864 京都市左京区下鴨高木町37
コープにしがも 1月26日 603-8408 京都市北区大宮北椿原町54-1
コープきぬがさ 1月26日 603-8352 京都市北区平野宮北町23
コープパリティ 1月26日 615-0805 京都市右京区西京極東池田町42
コープ二条駅 1月26日 604-8416 京都市中京区西ノ京星池町230
コープながおか 1月26日 617-0843 長岡京市友岡2丁目4-23
コープ宇治神明 1月26日 611-0025 宇治市神明石塚町54-16
コープ男山 1月26日 614-8367 八幡市男山長沢7
コープ御所南 1月27日 604-0857 京都市中京区烏丸通二条上る蒔絵屋町258
コープさがの 1月27日 616-8185 京都市右京区太秦開日町8-3
コープらくさい 1月27日 610-1111 京都市西京区大枝東長町1-139
コープ桃山 1月27日 612-8061 京都市伏見区竹中町609
コープ醍醐石田 1月27日 601-1365 京都市伏見区醍醐新開11-13
コープ城陽 1月27日 610-0121 城陽市寺田林ノ口11-436
コープ京田辺 1月27日 610-0352 京田辺市花住坂１丁目13-6
コープ祝園駅 1月27日 619-0240 京都府相楽郡精華町祝園西1-9-46
京都五条店 調整中 615-0035 京都市右京区西院追分町25-1
洛南店 調整中 601-8327 京都市南区 吉祥院御池町31番地
久御山店 調整中 613-0024 久世郡久御山町森南大内156−1
京都西店 調整中 615-0072 京都市右京区山ノ内池尻町１−１
福知山店 調整中 620-0922 福知山市岩井79－8
伏見店 調整中 612-8054 京都市伏見区御堂前町616
東山二条店 調整中 606-8357 京都市左京区聖護院蓮華蔵町31−12
亀岡店 調整中 621-0815 亀岡市古世町西内坪101
イオンスタイル京都桂川 調整中 601-8601 京都市南区久世高田町376−1
高の原店 調整中 619-0223 木津川市相楽台1-1−1
千本中立売 2月2日 603-8234 京都市上京区千本通一条下る東側東石橋町26番
千本北大路 2月2日 603-8274 京都市北区紫野下若草町12-2
白梅町 2月2日 603-8326 京都市北区北野下白梅町6-1
堀川丸太町 2月2日 602-8142 京都市上京区堀川通丸太町下る下堀川町146番
伏見店 2月2日 612-0088 京都市伏見区深草出羽屋敷町23-6
カナート洛北 2月2日 606-8103 京都市左京区高野西開町36番
寺田店 1月19日 610-0121 京都府城陽市寺田桶尻32
北白川店 1月19日 606-8176 京都市左京区一乗寺塚本町111
二条駅前店 1月19日 604-8416 京都市中京区西ノ京星池町428
壬生店 1月20日 604-8846 京都市中京区壬生西檜町23
西大路花屋町店 1月20日 600-8881 京都市下京区西七条掛越町61
太秦店 1月20日 616-8081 京都市右京区太秦安井池田町6

ライフ
コーポレーション

※本一覧表は、試食宣伝実施店舗のみを記載しています。その他の参加店舗については、（公社）京のふるさと産品協会に
お問合せください。

フレスコにっさん

エーコープ京都

フクヤ

京都生活
協同組合

イオンリテール

イズミヤ
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府政記者室、各広域振興局、経済記者クラブ、都道府県記者クラブ 同時資料配布 

～ 京 都 府 報 道 発 表 資 料 ～ 

   
 

 
 

京都府広報監 まゆまろ 

「京のおもてなし－201９・早春－」が始まります 

～京都府産食材×プロの料理でおもてなし～ 

平 成 ３ １ 年 １ 月 １ ０ 日 

(公 社 )京 の ふ る さ と 産 品 協 会 

京都府農林水産部流通・ブランド戦略課 

                                                  

 京都府産食材を使った特別料理が味わえる冬の恒例企画「京のおもてなし企画」を、今年も１月１６

日(水)～２月２８日(木)まで、府内及び東京２３区内であわせて１１８店舗で開催します。 

京のブランド産品である「聖護院だいこん」や「花菜」などの京野菜をはじめとした京都府産の農林

畜水産物や加工品を５品目以上使用した、各参加店のオリジナルメニューで皆様をおもてなしします。 

参加店の情報については、ガイドブックを配布するほか、「京のおもてなし企画」のホームページで

も紹介することとしておりますので、広くご周知いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

１ 事 業 名：『京のおもてなし－2019・早春－』 

２ 実施時期：平成３１年１月１６日(水)～２月２８日(木) 

３ 参 加 店：１１８店(府内１０７店、東京 23区内１１店) 

４ 使用食材 

京野菜（九条ねぎ、聖護院だいこん、聖護院かぶ、花菜、京みず菜、 

京壬生菜、えびいも、京こかぶ他）、京都米、黒大豆、宇治茶、京の酒、 

府内産和牛肉、豚肉、とり肉、ジビエ、牛乳・卵、水産物、林産物など 

５ インターネットによる広報について： 

各参加店の詳細や京野菜に関する情報を、下記ホームページに掲載します。 

｢京のおもてなし企画｣ URL: http://kenko-kyoyasai.jp/omotenashi/ 

６ 参加店の情報について： 

  企画参加飲食店のリストやメニューを記載したガイドブックを、下記の場所にて配布します。 

京都：京都府庁府民総合案内・相談センター、京都総合観光案内所｢京なび｣(京都駅)、 

各広域振興局 

東京：東京事務所(東京都千代田区)  

７ 主  催：全国農業協同組合連合会京都府本部、京都府農業協同組合中央会、 

公益社団法人京のふるさと産品協会、京都府、 

おいしおすえ京野菜キャンペーン実行委員会 

 

【問い合わせ先】 

    ○京のおもてなし企画に関すること 

（公社）京のふるさと産品協会 ブランド認証部 部長 南本 TEL:075-325-0305 

○農産物・京のブランド産品に関すること  

流通・ブランド戦略課 課長 上原、副課長 山川      TEL：075-414-4941 
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府政記者室、経済記者クラブ、都道府県記者クラブ同時資料配付 

 

～ 京 都 府 報 道 発 表 資 料 ～ 

   
 

 
 

京都府広報監 まゆまろ 

東京のABC クッキングスタジオで京都府産食材を紹介するワークショップ 
「京都の食材を身近に！京のプチおもてなしレシピ！」を開催！ 

 

平 成 ３ １ 年 １ 月 １ ６ 日 

京 都 府 農 林 水 産 部 
流 通 ・ ブ ラ ン ド 戦 略 課 
（公社）京のふるさと産品協会 

                                                  

 京都府と（公社）京のふるさと産品協会では、京料理の食材として使用される京野菜をはじめと

した京都府産食材を、食に関心が高い首都圏の若者層へＰＲするため、ABCクッキングスタジオ

丸の内グラウンドにおいてワークショップを開催します。 

ワークショップでは、京都府産食材の特徴や入手方法、ABCクッキングスタジオ（以下、ABC）

が開発した「京のプチおもてなしレシピ」のデモレッスンを行いますので、ご取材いただきますよ

う、よろしくお願いいたします。 

 

１ 開催日時：平成３１年１月２３日（水）１９時１５分～２１時１５分 

２ 開催場所：ABCクッキングスタジオ 丸の内グラウンド 

        （東京都千代田区丸の内三丁目1番1号 国際ビルヂングB2F） 

３ 参 加 者：一般消費者 約８０名（事前申込終了） 

４ 内  容： 

①京都府産⾷材の紹介（畜産物、水産物、京野菜） 

②「京のプチおもてなしレシピ」の紹介（デモレッスン） 

 ・京都府産⽜⾁と聖護院だいこんの和⾵シチュー 

・丹後とり⾙と花菜のクロワッサンサンド 

・えびいももち〜べっこうあんかけ〜 

５ 主  催：京都府、（公社）京のふるさと産品協会 

６ 広  報：ABCホームページ 

https://www.abc-cooking.co.jp/plus/event/ 

７ そ の 他：当日取材いただける場合は、平成３１年１月２２日（火） 

１７時までに京都府流通・ブランド戦略課までご連絡くだ 

さい。 

 

 

【問い合わせ先】 

京都府流通・ブランド戦略課 課長 上原、副課長 山川  TEL：075-414-4941 

（公社）京のふるさと産品協会 部長 南本        TEL：075-325-0305 
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府政記者室、経済記者クラブ、各広域振興局 同時資料配付 

～ 京 都 府 報 道 発 表 資 料 ～ 

 

京都府広報監 まゆまろ 

 
「京のブランド産品３０周年記念式典」開催 

 

平 成 ３ １ 年 １ 月 ２ ４ 日  

京都府農林水産部流通・ブランド戦略課  
(公 社 )京 の ふ る さ と 産 品 協 会  

 

京のブランド産品３０周年記念事業実行委員会では、京都府産農林水産物のブラン
ド戦略を開始して３０年の節目（平成元年に京のブランド産品の出荷を開始してから３０

周年）を迎えるに当たり、「京のブランド産品３０周年記念式典」を開催します。  

これまでの取組に貢献された関係団体へ感謝状を贈呈し、その功績を広く世に伝え
るとともに、各界からのパネラーによるパネルディスカッションを開催し、今後のブ
ランド戦略を展望することとしますので、御取材いただきますよう、よろしくお願い
します。 

 

１ 開催日時  
平成３１年１月２７日（日)１３時３０分～１６時３０分 

※当日のタイムスケジュール等の詳細は、別添の開催要領をご覧ください。  
 

２ 会  場  
ＫＢＳホール（京都市上京区烏丸上長者町 ＫＢＳ京都放送会館３階）  

 

３ 内  容 
 (1) 記念式典 

・開会あいさつ（京都府副知事  山下
やました

晃
あき

正
まさ

、ＪＡ京都中央会会長  中川
なかがわ

泰
やす

宏
ひろ

） 

・来賓等紹介・祝辞（近畿農政局局長  神山
かみやま

修
おさむ

） 

・感謝状贈呈（京都府  山下副知事、ＪＡ京都中央会 中川会長らから各部門[生産振興

・流通販売・ブランド化]代表へ感謝状贈呈）  

・受領者スピーチ（受領者代表）  

・閉会あいさつ（京のふるさと産品協会理事長  小田
お だ

一彦
かずひこ

） 

 (2) パネルディスカッション 

◯テーマ「～オンリーワンのブランド化を目指して！～  

      ３０年間を振り返り、これからを展望する」  
◯パネラー 

・綾
あや

城
しろ

義
よし

治
はる

 （京都府農林水産部長）  

・中川泰宏氏（ＪＡ京都中央会会長） 

・佐藤
さ と う

翼
つばさ

氏 （㈱ただいま代表取締役、賞品・販売企画マーケティングコンサルタント） 

・清
せい

老
ろう

寛子
ひ ろ こ

氏（ＫＢＳ京都「夢追人」ナビゲーター）  

※進行役 小田一彦（京のふるさと産品協会理事長）  
 

４ 参集範囲  
  （１）感謝状等受領者  

  （２）ブランド戦略に携わった生産者、関係団体、流通関係者、料理人等  

  （３）京都府、市町村、ＪＡグループ京都、（公社）ふるさと産品協会関係者  
 

５ 主  催  
  京のブランド産品３０周年記念事業実行委員会  

  （京都府、ＪＡグループ京都、（公社）京のふるさと産品協会の３者で構成）  

 〈連絡先〉  
○京のブランド産品について  
 京都府農林水産部流通・ブランド戦略課  課長  上原、副課長  山川  

TEL:075-414-4941 
○３０周年記念式典について  
 (公社 )京のふるさと産品協会  事務局長  峯松   

TEL:075-325-0305 
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～京都府報道発表資料～ 
 

   

 

 

 

京都府広報監 まゆまろ 

府政記者室、経済記者クラブ、都道府県会館記者クラブ 同時資料配付 

旬の京野菜提供店（東京エリア）認定式を開催します！！ 

～ミシュランガイド東京201９ 星獲得店３店を含む11店が新たに仲間入り～ 

 

平 成 ３ １ 年 ３ 月 ７ 日 

（ 公 社 ） 京 の ふ る さ と 産 品 協 会 

京都府農林水産部流通・ブランド戦略課 

                                                  

 （公社）京のふるさと産品協会では、京のブランド産品を中心とした京野菜がいつでも食べられる東京

都特別区内の料理店を「旬の京野菜提供店（東京エリア）」として、現在までに６５店を認定しています。 

 この度、３０年度に新たに認定した１１店の認定式を３月１２日（火）に開催しますので、当日の御取材

をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

１ 認定式 

 （１）日 時 平成３０年３月１２日（火）１４時～１５時３０分  

 （２）場 所 都道府県会館４階４０８会議室（東京都千代田区平河町２－６－３） 

 （３）内 容 認定楯交付、記念写真撮影、懇談会 

   ※主な出席者（予定） 

審査員 京都府農業協同組合中央会会長 中
なか

川
がわ

 泰
やす

宏
ひろ

 

株式会社柴田書店「月刊専門料理」編集長 淀野
よどの

 晃 一
こういち

  

        東京青果株式会社 野菜第５事業部長 富田
とみた

 雅之
まさゆき

 

        （公社）京のふるさと産品協会 理事長 小田
お だ

 一 彦
かずひこ

 

新規認定店（１１店） 各店シェフ・代表者など 

 

２ 新規認定店 

   板前
いたまえ

心
こころ

 菊
きく

うら（日本料理）、御料理
おりょうり

 宮坂
みやさか

（日本料理）、霞庭
かすみてい

まつばら（創作日本料理）、 

割烹 久木田
く き た

（割烹）、京
きょう

の馳走
ちそう

 はんなりや（和食）、御苑前
ぎょえんまえ

 せお（そば、和食）、 

銀座 くどう（懐石料理）、銀座 たか田
だ

（日本料理）、サンプリシテ（フランス料理）、 

南禅寺
なんぜんじ

 瓢亭
ひょうてい

 日比谷店（懐石料理）、西麻布 き久
く

ち（割烹） 

 

３ 問い合わせ先 

  ○旬の京野菜提供店に関すること 

（公社）京のふるさと産品協会 部長 南本 TEL：075-325-0305 

  ○京のブランド産品に関すること 

京都府農林水産部流通・ブランド戦略課 

   課長 上原、副課長 山川 TEL：075-414-4941 

＊認定楯は、京都漆器工芸協同組合による京蒔絵の楯 
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～ 京 都 府 報 道 発 表 資 料 ～ 

 

   

 

 
 京都府広報監 まゆまろ 
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府政記者室、各広域振興局、経済記者クラブ 同時資料配付 

～ 京 都 府 報 道 発 表 資 料 ～ 

 

京都府広報監 まゆまろ 

 
京野菜マルシェディスプレイコンテストの入賞店が決定！  

 

平 成 ３ １ 年 ３ 月 １ ４ 日  

京都府農林水産部流通・ブランド戦略課  

(公 社 )京 の ふ る さ と 産 品 協 会  
 
おいしおすえ京野菜キャンペーン実行委員会※では、府内の量販店及び直売所を対象

に魅力ある京野菜コーナーのしつらえを競う『京野菜マルシェディスプレイコンテス
ト』を実施し、この度、下記のとおり入賞店を決定しました。 
特に優秀と認められた４店舗(イズミヤ白梅町店、コープさがの、コープ醍醐石田、

岡幸ファーム)については、下記のとおり表彰式を開催し、表彰状及び表彰盾を授与し
ますので、取材いただきますようよろしくお願いします。 
また、表彰式会場において新鮮な京野菜の販売等も実施しますので、広く周知いた

だきますようよろしくお願いします。 
 

※京都府、京都市、京都府農業協同組合中央会、全国農業協同組合連合会京都府本部、（公社）京のふるさと産品協会、
京都青果協会などから構成される。 

 
 

１ 入賞店 

部門 賞 店舗 

量販店部門 

京都府知事賞 イズミヤ白梅
はくばい

町店
ちょうてん

 

京都府農業協同組合中央会長賞 コープさがの 

京都青果協会長賞 コープ醍醐
だ い ご

石田
い し だ

 

直売所部門 京都市長賞 岡
おか

幸
こう

ファーム 

○その他、おいしおすえ京野菜キャンペーン実行委員会実行委員長賞に、イズミヤ千本北大

路店、コープパリティ、コープ桃山、コープらくさい、道の駅ウッディー京北が決定して

います。 

※実行委員長賞は、当日表彰は行いません  
 
２ 表彰式 
 (1) 日時 平成 31 年 3 月 20 日（水）11 時～15 時 
 (2) 場所 ゼスト御池 河原町広場（京都市中京区下本能寺前町） 
 (3) 内容  
  ○表彰状及び表彰盾の授与（11 時～11 時 30 分） 

授与者：知 事 賞…京都府農林水産部副部長  沼田
ぬ ま た

 行
ゆき

博
ひろ

 

京都市長賞…京都市産業観光局農林振興室長  寺澤
てらさわ

 昌人
ま さ と

 

中央会長賞…京都府農業協同組合中央会農業対策部次長  森島
もりしま

 芳
よし

文
ふみ

 

青果協会長賞…京都青果協会 （調整中） 

  ○京野菜を使用したメニューの試食（協賛：カゴメ株式会社、キユーピー株式会社）  
  ○京野菜販売（販売店：ウッディー京北、だん弥）  
 
３ 京野菜マルシェディスプレイコンテストの概要 
 (1)応募店舗数 府内量販店 ３４店、直売所 ２店 
 (2)実施期間 平成３１年１月１６日(水)～２月２８日(木) 
 (3)審査基準 京野菜コーナーの取扱品目数･見栄え、オリジナル資材による京野菜

の PR 度など 
 (4)審査方法 現地調査および写真等による書類審査  
 

 
〈連絡先〉  
 京都府農林水産部流通・ブランド戦略課  課長  上原、副課長  山川  
   ＴＥＬ：０７５－４１４－４９４１  
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～ 京 都 府 報 道 発 表 資 料 ～ 

   

 

 
 

京都府広報監 まゆまろ 

府政記者クラブ 同時資料配付 

～「第２回京のプレミアム米コンテスト」審査結果の発表について～ 

京都のおいしいお米「京のプレミアム米」８点が決定！ 

平成３０年１２月３日 

京都府農林水産部農産課 

電 話 0 7 5 - 4 1 4 - 4 9 5 3 

京都府では、生産者の米づくりに対する意欲を醸成し、おいしいお米の生産技術の一層の向上を

図るとともに、京の米のおいしさを広くPRし、“京のプレミアム米”としてのブランド力向上を推

進するため、「第２回京のプレミアム米コンテスト」を実施しています。 

この度、京都府内のおいしいお米づくりに取組む145農業者から応募された159点から、特に優れた

８点を「京のプレミアム米」として選定し、各賞を決定しましたので、お知らせします。 

１ 「京のプレミアム米」選定結果 

賞 名 出品者名 市町村 品種名 

最高金賞 芝原
しばはら

 利
とし

晃
あき

 木津川市 ヒノヒカリ 

金 賞 とくみ農産
のうさん

 徳見
とくみ

 晃
あきら

 南丹市 キヌヒカリ 

金 賞 南條
なんじょう

 康
やす

廣
ひろ

 南丹市 コシヒカリ 

金 賞 西野
にしの

 文
ふみ

雄
お

 南丹市 コシヒカリ 

入 賞 宇野
う の

  久
ひさ

善
よし

 京丹後市 コシヒカリ 

入 賞 有限
ゆうげん

会社
がいしゃ

京都
きょうと

ファーム 京都市 コシヒカリ 

入 賞 衣川
きぬがわ

 優
まさる

 福知山市 コシヒカリ 

入 賞 西原
にしはら

 孝史
たかし

 福知山市 コシヒカリ 

２ 入賞米のＰＲ 

府ホームページ及び京都の米に関するサイト「KYOTO米
きょうとまい

」において、「京のプレミアム米」生産

者のＰＲページを順次公開します。 

► 府ホームページ ： http://www.pref.kyoto.jp/nosan/contest.html 

► 京都の米に関するサイト「KYOTO米
きょうとまい

」 ： https://kyoto-kome.net/ 

 

    

３ コンテストの概要 

（１）申込点数 ： 159点（145者）(コシヒカリ 114 点、キヌヒカリ 25 点、ヒノヒカリ 20 点) 

（２）審査方法 ： 食味分析機器による測定と公募府民による食べ比べを経て選抜された上位のお米 

を、お米や京料理の専門家で構成する審査員が食べ比べ、評価が高いものから賞を

選定 

（３）審 査 員 ： 米の食味の専門家２名、京料理の専門家４名 計６名 

（４）主  催 ： 京都府 

なお、料理店、小売店等において、「京のプレミアム米」を販売・提供される場合には、「KYOTO
きょうと

米
まい

」 

サイトにて店舗を紹介し、ＰＲを行います。 
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京都府広報監 まゆまろ 

京都府政記者クラブ、山城広域振興局 同時資料配布 

 

プレミアム宇治茶認証制度の創設について  
 

平 成 ３ １ 年 ２ 月 １ 日 
               京 都 府 農 林 水 産 部 農 産 課  

       電話 ０７５－４１４－４９４４ 
公益社団法人京都府茶業会議所 
電話０７７４－２３－７７１３ 

 
 京都府では、宇治茶の新たな市場開拓や販路の拡大を目指し、茶業関係団体と連携して

「プレミアム宇治茶認証制度」を創設しましたので、お知らせします。 

この認証制度は、消費者の皆様に高品質な宇治茶であることを保証し、プレミアムな商

品であることをわかりやすく伝えるためのもので、宇治茶の中でも、口に含んだ瞬間に広

がる独特の旨味と甘みが特徴である「玉露」から認証をスタートすることとしました。 

 府内産の一番茶葉のみを使用し、生産履歴を証明できる等の要件に加えて、品質審査会

で一定水準を満たすものを「プレミアム玉露」、さらに手摘み 100％のものを「プレミアム

手摘み玉露」として認証します。この度、初めて１６業者の４４点を認証し、２月４日(月)

から販売を開始しますので、周知についてよろしくお願いします。 

 

１ プレミアム宇治茶（玉露） 

（１）認証数  １６業者 ４４点 ※別紙参照 

（２）認証要件 

  ①京都府内産の一番茶葉のみを使用していること 

  ②生産履歴の写しが提出できること 

  ③棚被覆栽培であること 

  ④一定水準以上の品質を備えていること（品質審査会で審査） 

   ＊①～④を満たせば「プレミアム玉露」として認証 

   ＊特に①の茶葉が手摘み 100%のものは「プレミアム手摘み玉露」として認証 

（３）認証期間 認証日から１年間（今回は、平成 31年 1月 18日認証） 

（４）認証主体 

  公益社団法人京都府茶業会議所 

 

２ シンボルマーク 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

・認証茶は、小売り販売される袋等（50g、100g等）にシンボルマークを付けることが出来る 

 

３ その他  販売開始の 2月 4日から 1ヶ月間、JR京都駅地下東改札前デジタル 

サイネージで認証茶を PR 
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別紙 

 

１ 認証された茶を販売する業者一覧(五十音順) 

業者名 商品点数 所在地 

１ (株)伊藤久右衛門 ２ 宇治市莵道 

２ (株)通圓 ４ 宇治市宇治 

３ 共栄製茶(株) ４ 宇治市小倉 

４ (株)古畑園 １ 宇治田原町立川 

５ (株)松北園茶店 ４ 宇治市木幡 

６ (株)大門かんばやし ５ 宇治市宇治 

７ (株)髙田通泉園 １ 宇治田原町湯屋谷 

８ 辻福 １ 宇治田原町贄田 

９ (株)辻利一本店 １ 宇治市宇治 

１０ (株)福寿園 ２ 木津川市山城町 

１１ (株)芳春堂岩井勘造商店 ２ 宇治市宇治 

１２ (株)堀井七茗園 ２ 宇治市宇治 

１３ 舞妓の茶本舗 ３ 京田辺市普賢寺 

１４ (資)松坂屋嘉八本店 １ 宇治市宇治 

１５ (株)丸久小山園 ９ 宇治市小倉 

１６ (株)丸利吉田銘茶園 ２ 宇治市小倉 

 

２ 認証のスキーム 

（１）認証の流れ 

  申請された商品茶について、「品質審査会」で一定水準以上の茶であることを審査し、

「認証審査会」で認証要件を審査し、認証する。 

 

（２）品質審査会 

  ①開催日時：平成３０年１２月１８日(火) 

  ②審査員：茶業研究所所長を審査長とする茶関係団体等の 10名による審査 

  ③審 査：審査項目は外観、内質で、審査員による合議制。 

基準茶を上回る品質のものを「合格」 

    ④基準茶：本年度の宇治茶品評会玉露・竹の部の中位で顕著な欠点の無いもの 
          宇治茶品評会：仕上げ茶品評会 
          玉露・竹の部：卸売価格が 12,000円/kgのもの 
 

（３）認証審査会 

①開催日時：平成３１年１月１８日(金) 

②認証委員：茶業会議所専務理事を委員長とし、茶関係団体等の 5名 

    ③認証審査：品質審査会で合格したものについて、認証要件を審査 

 

47



～ 京 都 府 報 道 発 表 資 料 ～ 

   

 

 
 

京都府広報監 まゆまろ 

 
欧米インバウンドを対象とした 
プレミアム宇治茶セミナーを開催 

 
平成 ３ １年 ２ 月８ 日  

           京都府農林水産部農産課 
０７５－４１４－４９４４ 

 

京都府では、茶業関係団体と連携して、「本物」を求めるインバウンドに向けて、「緑茶

のトップブランドは“宇治茶”」であることを強く発信する取組を進めています。 

この度、京都市内のフォーシーズンズホテル京都に宿泊する、発信力の高い目利き層の欧

米インバウンドを対象に、最高峰の宇治茶の匠が、高品質な宇治茶として認証された「プレ

ミアム手摘み玉露」※をふるまいながら、宇治茶の歴史や文化、手間暇かけた生産など、本

物の宇治茶の世界観を伝えるセミナーを以下のとおり開催しますので、当日の取材について

よろしくお願いいたします。 
 
※高品質な宇治茶の品質を保証し、消費者にプレミアムな商品であることをわかりやすく伝えるため、
公益社団法人京都府茶業会議所が認証（商品は平成 31年 2月 4日から販売を開始している）。 
 

１ 日時 

  平成３１年２月１４日（木）、１５日（金） 

午前８時３０分～午前１０時３０分 

２ 会場 

  フォーシーズンズホテル京都  

１Ｆ レストラン「ブラッスリー」 

（京都市東山区妙法院前側町 445-3） 

３ 内容 

宇治茶の匠から少人数での対話を通じて、本物の宇治茶の味や世界観を丁寧に伝え、

体感頂くことで、宇治茶に対する深い理解の促進と奥深い魅力を味わって頂く。 
 

宇治茶の匠（講師） 茶種 参加予定者数 

下岡久五郎
しもおかきゅうごろう

氏 

（天皇杯受賞・農林水産大臣賞受賞歴のある玉露等

生産農家、(公社)京都府茶業会議所 統括理事） 

玉露 

※プレミアム

手摘み玉露 

2日間で 40～50名 

・1回あたり30分程度を

4回実施 

・1回あたり5～6名 

※併せて、水出し玉露の試飲を実施（2日間で 200名）         

４ 主催 

  宇治茶ブランド新展開プロジェクト協議会（事務局 京都府農産課） 

 

５ お問い合わせ  

京都府農産課  電話:０７５－４１４－４９４４  丸担当課長、堤副課長 

※イメージ 
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府政記者室・南丹広域振興局同時資料配付 

 

～丹波産キヌヒカリ３年連続「特Ａ」獲得～  

京都産米の食味ランキング発表 

 

 

                                         平 成 ３ １ 年 ２ 月 ２ ７ 日  

                      京 都 府 農 林 水 産 部 農 産 課  

                                         （課長  木村  075-414-4950）  

 

 本日、（一財）日本穀物検定協会が発表の平成３０年産米食味ランキングにお

いて、丹波産「キヌヒカリ」が３年連続で最高ランク「特Ａ」を獲得しましたの

で、広く周知いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

１ 京都産米の評価 

                      （評価ランク①特Ａ→②Ａ→③Ａ’[基準米]→④Ｂ→⑤Ｂ’） 

地 区 品種名 30 年産 29 年産 28 年産 27 年産 26 年産 25 年産 

丹 波 キヌヒカリ 特Ａ 特Ａ 特Ａ Ａ Ａ   Ａ’ 

丹 波 コシヒカリ Ａ Ａ   Ａ’   Ａ’ Ａ Ａ 

丹 後 コシヒカリ Ａ Ａ Ａ Ａ 特Ａ 特Ａ 

山 城 ヒノヒカリ  Ａ’ － － － － － 

 

２ 京都産米食味向上に向けた取組等 

○府内各地域（丹後、中丹、南丹、山城）において、関係機関が連携して、お

米コンテストや栽培研修会の開催、技術情報の発信等を通じて、産地の食味

向上に取り組んできました。 

○平成 30 年産の作柄については、６月の低温及び日照不足、７月の豪雨、高温

及び水不足並びに９月の日照不足等による生育不良に伴う品質低下が懸念さ

れましたが、農家の良食味米生産の取組により、丹波産キヌヒカリが「特Ａ」、

丹波産コシヒカリが「Ａ」、丹後産コシヒカリが「Ａ」と、昨年同様に高評

価になりました。 

○なお、山城産ヒノヒカリは、平成 30 年産が初めての出品であり「Ａ’」とな

りましたが、今後は「特Ａ」獲得に向け、更に良食味生産に向けた取組を強

化していくこととしています。 

 

＜参考＞ 食味ランキングについて  

○ 食味ランキングは、日本穀物検定協会が昭和 46 年産以降、全国の産地・品種について食味

試験を行い、毎年その評価をランキングの形で発表。「特Ａ」評価は平成元年産から登場 

○ 丹後産コシヒカリは平成元年､２年､４年､15 年､16 年､19～21 年､23～26 年産の計 12 回  

「特Ａ」獲得 
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府政記者クラブ、中丹広域振興局、丹後広域振興局 同時資料配付  

 
第 24回全国青年・女性漁業者交流大会で 

「丹後とり貝」生産者グループが全国水産試験場長会会長賞を受賞！ 
 

平成３１年３月１日 

京都府水産事務所 
 

全国の青年・女性漁業者が日頃の研究・実践活動の成果を発表するとともに、参加者間の交流

により知識や情報を共有することを目的に開催されている「第 24回全国青年・女性漁業者交流大

会」において、京都府代表の「丹後とり貝」生産者グループの取組が全国水産試験場長会会長賞

を受賞しましたのでお知らせします。 
 
【受賞内容等】 

 １ 課題名 「丹後とり貝」生産の２０年の歩み ～生産拡大・安定化、ブランド化に取り組んで～ 

 ２ 受賞者 「丹後とり貝」生産者グループ  舞鶴とり貝組合（発表者 川
かわ

﨑
さき

 洋平
ようへい

 氏） 

 ３ 受 賞  全国水産試験場長会会長賞 

 ４ 内 容  （詳細は別紙参照） 

・京都府が全国で初めて開発した技術をもとに、平成 11 年から舞鶴湾でトリガイ育成を開始。

府の夏を代表するブランド品とすることを念頭に「丹後とり貝」と命名。生産拡大、PR活動、

市場開拓の他、安定生産や品質保持に尽力した。 

・その結果、栗田湾、宮津湾、久美浜湾と府内各地の内湾でも生産されるようになり、平成 24

年には生産額 1億円を達成した。一方で、平成 20年には「京のふるさと産品」認証を取得。

その翌年には「地域団体商標」として登録された。 

・これらの成果を受けて、「京鰆」、「活
いけ

〆
じめ

京のあかがれい」など府水産物のブランド化の取

組が本格化した。 

 
（参考：大会の概要） 

  １ 開催日  平成31年2月28日(木)、3月1日(金)  

  ２ 場 所 ホテルグランドアーク半蔵門 
 （東京都千代田区隼町） 

  ３ 主 催 全国漁業協同組合連合会 
        （後援；農林水産省ほか） 

  ４ 表彰部門等 

・大会は活動内容によって5部門に分かれて取組事例の発表（発表課題総数 37）が行われ、 

 川﨑氏は第3分科会「流通・消費拡大部門」で発表 
・全国水産試験場長会会長賞は、研究機関との連携など科学的な調査研究に基づき、地域漁業の

振興と漁村の活性化に積極的に取り組んでいる課題に対し、全部門を通じ１点授与さ
れるもの。 

 広報内容の詳細については、下記までお問い合わせください。 

   京都府水産事務所 海のにぎわい企画課 主幹 岩尾 

                              TEL：0772-25-3030   FAX：0772-25-1532 

（松尾んの発さ表の様子） 

発表の様子 
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